
まいづる
市議会だより

Maizuru City Council News Letter

No.
令和6年（2024）

5月24日190

議会だよりはこのコードから
ご覧いただけます。

議会だよりはこのコードから
ご覧いただけます。

主  　
　

な  　
　

内  　
　

容

３月定例会のあらまし
常任委員会の審査報告
常任委員会の審査報告
　（第2号議案に係る修正案）
各会派討論の内容（議案）
問責決議
各会派討論の内容（問責決議）
第2回臨時会のあらまし
各会派討論の内容（第2回臨時会）
附帯決議
意見書
議案の採決結果
代表質問
一般質問
議会学習会
６月定例会の予定

2
3

4
5
7
8
9
9
10
10
11
14
16
24
24

Maizuru City Council News Letter
な各
第
各

令和６年度一般会計予算を可決 内
各
附
意令和６年度一般会計予算を可決令和６年度 般会計予算を可決決予算を可決

令和６年第２回臨時会を開催 容

意
議
代
一

令和６年度 般会計予算を可決
令和６年第２回臨時会を開催
「令和６年度舞鶴市一般会計予算についての
附帯決議」を可決

議
６６

「令和６年度舞鶴市 般会計予算についての
帯決議」を可決帯決議」を可決帯決議」を可決

「令和
附帯附帯附帯
「学校給食費を無償化するための恒久的な
財政措置を求める意見書」を可決

岡田小学校・由良川
小学校6年生

（令和6年1月24日
撮影）

若浦中学校2年生（令和6年2月5日撮影）

議会のしくみを
 知ろう！



特　別　会　計

特　別　会　計　予　算

一　般　会　計　予　算

7,358,130

2,000

35,110

8,963,140

7,113,310

2,000

24,370

9,247,250

244,820

0

10,740

△ 284,110

3.4

0.0

44.1

△ 3.1

国民健康保険事業会計

貯 木 事 業 会 計

駐 車 場 事 業 会 計

介護保険事業会計
8,955,920
7,220

9,240,100
7,150

△ 284,180
70

△ 3.1
1.0

（保険事業勘定）
（介護サービス事業勘定）

1,637,720

17,996,100

1,529,330

17,916,260

108,390

79,840

7.1

0.4

後期高齢者医療事業会計

会　計

合　　　計

6年度予算額
（A）

5年度予算額
（B）

伸び率
（C）/（B）×100

差　引
（A）－（B） （C）

（単位：千円・％） （単位：千円・％）

（単位：百万円）

公  営  企  業  会  計

3,362,400

6,804,700

1,143,460

11,310,560

3,492,400

6,703,150

1,122,820

11,318,370

△ 130,000

101,550

20,640

△ 7,810

△ 3.7

1.5

1.8

△ 0.1

29,306,660 29,234,630 72,030 0.2

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

会　計

合　　　計

特別会計　　総計

6年度予算額
（A）

5年度予算額
（B）

伸び率
（C）/（B）×100

差　引
（A）－（B） （C）

歳　入
36,169

歳　出
36,169

自
主
財
源財

依
存

源

市税
10,943（30.3%）

自主財源
14,173
（39.2%）

依存財源
21,996
（60.8%）

その他
1,365（3.7%）

繰入金
1,144（3.2%）

諸収入
721（2.0%）地方交付税

7,693（21.3%）

国庫支出金
6,061（16.7%）

府支出金
3,140（8.7%）

民生費
13,195（36.5%）

総務費
5,279（14.6%）

教育費
3,850（10.6%）

公債費
3,646（10.1%）

衛生費
2,978（8.2%）

消防費
1,669（4.6%）

議会費
314（0.9%）

労働費他
63（0.2%）

商工費
791（2.2%）

農林水産業費
773（2.1%）

土木費
3,611（10.0%）

市債
1,964（5.4%）

その他
3,138（8.7%）

　令和6年3月定例会は、2月26日から3月27日までの31日間開催されました。市長から提案された議案は、令
和6年度予算9件、令和5年度補正予算2件、条例24件、その他6件の41議案、議会提案の「舞鶴市議会委員会
条例の一部を改正する条例制定」「舞鶴市長に対する問責決議」と合わせて43件を審議した結果、42件を原案のと
おり可決・同意、残りの1件については修正可決しました。加えて、審議した請願2件を不採択としました。

●「未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴」の実現に向け、第7次舞鶴市総合計画・後期実行計画の
3つのまちづくり戦略「希望がもてるまちづくり」「安全で安心なまちづくり」「魅力あるまちづく
り」に重点的に取り組む事業を盛り込んだ令和6年度当初予算を可決

● 急激なエネルギー・食料品価格等の物価高騰等の対策として、給食費高騰の緊急対策事業や、生活
基盤を支える公共交通等の利用者の負担抑制を図る事業などへの必要な経費を追加するとともに、
地域医療の充実のために公的病院が導入する医療機器への支援、一次産業事業者への物価高騰対策
や令和6年能登半島地震における被災地支援経費など、1億9880万円の令和5年度一般会計補正
予算（第11号）を可決

● 第2号議案「令和6年度舞鶴市一般会計予算」から「学校給食費無償化事業」の予算を削除し、その
事業費相当額から無償化を行わないことにより発生する経費を除いた額を「ふるさと応援基金」に
積み立てる修正案が提出され、審議した結果、賛成多数で修正案を可決

令和6年年令令和和66年年
月月定定例例会会会会会月月月月定定定定例例例例会会会会
あらましししししししあああああああらららららららまままままままししししししし

令和6年
3月定例会
のあらまし

●「未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴」の実現に向け、第7次舞鶴市総合計画・後
3つのまちづくり戦略「希望がもてるまちづくり」「安全で安心なまちづくり」「魅力

令令
月月
のののののの

令令令令
3月3333月月月月3月
のののののののあ

令和6年度当初予算654億7584万円

未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴の実現
～３つのまちづくり戦略～

令和6年度当初予算654億7584万円

未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴の実現
～３つのまちづくり戦略～
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Ｑ

夜
間
に
お
け
る
公
共

交
通
維
持
確
保
事
業
の
内

容
は

Ａ　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

よ
る
と
、
午
後
９
時
台
か

ら
需
要
が
減
り
始
め
る
こ

と
に
伴
い
、
台
数
を
減
ら

し
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、

午
後
10
時
以
降
も
確
保
す

る
よ
う
依
頼
し
、
そ
の
経

費
を
支
出
す
る
。

舞
鶴
市
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
事
業
費
補
助
金

Ｑ

対
象
者
と
な
る
認
定

農
業
者
等
の
現
在
の
人
数
は

Ａ　
認
定
農
業
者
は
25
人

と
１
団
体
、
認
定
新
規
就

農
者
は
10
人
、
集
落
営
農

株
式
会
社
等
を
含
む
団
体

は
25
団
体
で
あ
る
。

農
地
を
守
る
担
い
手
応
援

事
業
費
補
助
金

Ａ　
使
用
料
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
支
払
い
の
ほ
か
、

各
種
の
手
続
が
来
館
す
る

こ
と
な
く
完
結
す
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
各
施
設
の

担
当
課
と
も
協
議
し
な
が

ら
利
便
性
の
向
上
と
施
設

管
理
業
務
の
効
率
化
を
図

り
た
い
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
11
号
）

Ｑ

使
い
や
す
い
も
の
に

す
る
た
め
の
改
善
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
の
か

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

更
新
事
業

令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算

Ｑ

直
営
に
な
っ
て
も
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
と
す
る
根
拠
は

Ａ　
条
例
に
基
づ
き
管
理

運
営
を
行
う
こ
と
に
変
わ

り
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
指
定

管
理
の
時
に
、
窓
口
を
担

当
さ
れ
て
い
た
職
員
さ
ん

に
も
引
き
続
き
携
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
大
き

な
変
化
に
な
ら
な
い
よ
う

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
。

西
市
民
プ
ラ
ザ
の

管
理
運
営
に
係
る
経
費

Ａ　
平
和
学
習
や
教
育
旅

行
の
誘
致
を
行
う
に
は
、

引
揚
記
念
館
で
の
学
習
単

体
で
は
な
く
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
全
体
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
例
え

ば
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
で

の
近
現
代
史
の
学
習
、
遊

覧
船
で
の
舞
鶴
港
の
歴
史

の
学
習
を
プ
ラ
ス
す
る
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
費
用
の
支
援
は
、

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

Ａ　
購
入
者
に
よ
る
申
請

等
を
必
要
と
せ
ず
、
自
転

車
店
等
に
お
い
て
、
補
助

額
を
差
し
引
い
た
金
額
で

購
入
で
き
る
制
度
を
予
定

し
て
い
る
。

　

交
通
対
策
協
議
会
に
お

い
て
事
業
の
実
施
を
決
定

し
た
後
、
学
校
等
と
も
協

議
し
な
が
ら
詳
細
を
詰
め

て
い
く
。

舞
鶴
市
交
通
対
策

協
議
会
事
業
費
補
助
金

Ｑ

包
括
化
推
進
員
、  

庁

内
包
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

１
年
間
の
活
動
は
。
ま
た
、

来
年
度
に
向
け
て
の
取
り

組
み
は

Ａ　
包
括
化
推
進
員
３
人

と
庁
内
包
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
費

Ｑ

事
業
の
具
体
的
な
内

容
は

Ａ　
昨
年
度
の
議
論
を
踏

ま
え
、
令
和
６
年
度
は
、

（
仮
称
）
医
療
機
能
最
適

化
検
討
会
議
を
開
催
す
る
。

こ
の
会
議
は
、
将
来
の
患

者
推
計
な
ど
、
医
療
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
専
門

的
分
析
等
を
通
じ
て
、
舞

鶴
市
に
求
め
ら
れ
る
医
療

機
能
を
ど
の
よ
う
に
確
保

し
て
い
く
の
か
を
検
討
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

医
療
機
能
最
適
化

検
討
事
業
費

Ｑ

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
有
効

活
用
に
向
け
た
実
証
実
験

の
内
容
は

Ａ　
有
害
鳥
獣
と
し
て
市

内
で
捕
獲
さ
れ
た
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
つ
い
て
は
、中
丹
地

域
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
で

処
理
す
る
が
、
そ
れ
以
外

の
処
理
の
多
角
化
の
一
つ

と
し
て
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

に
加
工
す
る
こ
と
で
、
処

理
施
設
で
の
処
理
頭
数
を

減
ら
す
実
証
実
験
を
行
う
。

有
害
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
事
業
費

Ｑ

ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
事

情
に
よ
り
給
食
を
喫
食
し

て
い
な
い
生
徒
や
市
外
の

学
校
へ
通
学
し
て
い
る
生

徒
へ
の
支
援
は

Ａ　
給
食
費
相
当
額
を
現

金
で
支
給
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化

事
業
費

１
人
が
、
高
齢
・
障
害
・
医

療
の
相
談
支
援
機
関
を
巡

回
訪
問
し
、
取
り
組
み
の

概
要
説
明
や
こ
れ
ま
で
各

機
関
が
連
携
し
な
が
ら
業

務
の
枠
を
超
え
て
担
っ
て

き
た
部
分
の
聞
き
取
り
を

行
い
、
重
層
的
支
援
体
制

に
落
と
し
込
ん
で
い
く
た

め
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

令
和
７
年
度
の
本
格
実
施

に
向
け
て
、
常
に
改
善
を

図
り
な
が
ら
さ
ら
に
連
携

し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

参
加
支
援
事
業
等
の
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

具
体
化
に
向
け
て
設
計
を

進
め
る
。

Ｑ

経
済
的
支
援
に
つ
い

て
、
当
初
は
現
金
給
付
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
令

和
６
年
度
は
ど
う
な
る
か

Ａ　
制
度
設
計
当
時
は
現

金
給
付
よ
り
ク
ー
ポ
ン
利

用
を
推
奨
さ
れ
て
お
り
、

京
都
府
が
府
下
全
域
で
使

用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
制
度

を
創
設
さ
れ
た
が
、
府
下

で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
は
京

都
市
内
の
百
貨
店
の
品
物

が
届
く
た
め
地
域
に
還
元

さ
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、

手
数
料
込
み
と
な
っ
て
お

り
５
万
円
分
全
て
が
本
人

に
給
付
さ
れ
な
い
等
の
問

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
舞

鶴
市
と
し
て
は
令
和
６
年

度
も
現
金
給
付
を
続
け
る
。

　

現
在
、
公
的
４
病
院
が

役
割
分
担
し
な
が
ら
医
療

機
能
を
発
揮
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
将
来
求
め
ら
れ

る
医
療
機
能
を
現
状
の
方

法
で
確
保
す
る
場
合
や
、

今
と
は
異
な
る
方
法
で
確

保
す
る
場
合
な
ど
、
複
数

の
パ
タ
ー
ン
を
挙
げ
つ
つ
、

人
材
確
保
や
経
営
的
視
点

も
踏
ま
え
た
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容

Ｑ

次
世
代
へ
の
継
承
の

取
り
組
み
の
う
ち
、
観
光

分
野
、
農
林
水
産
分
野
、

教
育
機
関
等
と
連
携
し
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
や
体
験
を
取
り
入

れ
た
教
育
旅
行
の
魅
力
を

向
上
す
る
新
規
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

引
揚
の
史
実
継
承
事
業
費

Ｑ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
の
対
象
者
は
65
歳

の
み
に
な
っ
た
の
か

Ａ　
令
和
５
年
度
ま
で
は

当
該
65
歳
に
な
る
方
と
、

経
過
措
置
と
し
て
70
歳
か

ら
１
０
０
歳
ま
で
５
歳
刻

み
で
過
去
接
種
し
た
こ
と

が
な
い
方
も
対
象
と
し
て

い
た
。
長
く
経
過
措
置
を

続
け
て
き
て
お
り
、
令
和

６
年
度
か
ら
は
65
歳
の
方

と
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
60

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
対
象
と
な
る
。

予
防
接
種
事
業
費

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
費

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

3 まいづる市議会だよりNo.190

本会議において付託された議案は、市民文教委員会3件、産業建設委員会5件、
福祉健康委員会7件、総務消防委員会12件、予算決算委員会11件であり、

それぞれの委員会で審査しました。

Ｑ交
通

容
は

Ａよ
る

ら
需 舞ワ 令補 予

算
審
査

会5件、
であり、
ました。

常任委員会の審査報告



　

３
月
22
日
の
予
算
決
算

委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

か
ら
、
第
２
号
議
案
「
令

和
６
年
度
舞
鶴
市
一
般
会

計
予
算
」
の
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
修
正
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
修
正
案

を
撤
回
し
、
新
た
な
修
正

案
を
提
出
し
た
い
と
の
申

し
出
が
あ
り
、
３
月
26
日

に
再
度
予
算
決
算
委
員
会

を
開
催
し
て
審
査
し
た
結

果
、
新
た
な
修
正
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
経
過

10
款
・
教
育
費
に
計
上

さ
れ
て
い
る
「
学
校
給
食

費
無
償
化
事
業
」
の
予
算

を
削
除
し
、
そ
の
事
業
費

相
当
額
か
ら
、
無
償
化
を

行
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
発

生
す
る
経
費
を
除
い
た
額

を
、
２
款
・
総
務
費
の

「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

に
積
み
立
て
る
も
の
。

修
正
案
の
内
容

そ
の
理
由
は
、主
に
、今

後
の
継
続
・
拡
大
を
見
据

え
る
と
、「
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
」
と
い
う
不
安

定
な
財
源
で
は
な
く
、
安

定
財
源
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
広
く
市
民
理
解
を
得

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
福

祉
の
視
点
を
踏
ま
え
た
制

度
設
計
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。

Ａ　
市
長
選
挙
の
結
果
だ

け
を
根
拠
に
実
施
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
後
、
無

償
化
を
ど
の
よ
う
に
実
現

す
る
の
か
を
丁
寧
に
説
明

し
、
広
く
市
民
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

Ｑ

福
祉
の
観
点
か
ら
抜

け
の
な
い
制
度
と
は
、
ど

の
よ
う
な
意
味
か
。

Ａ　
教
育
の
観
点
で
支
出

す
る
も
の
と
、
福
祉
の
観

点
で
支
出
す
る
も
の
と
の

調
整
が
、
現
時
点
で
は
不

十
分
で
あ
る
た
め
、
し
っ

か
り
と
し
た
制
度
設
計
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ

市
民
の
期
待
や
関
心

が
高
い
事
業
で
あ
る
こ
と

も
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
が
不
安
定
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
削
除
で

は
な
く
、
別
の
財
源
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
そ
の
年
の
寄
附
金
の

見
込
み
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
の
で
は
な
く
、
今
あ

る
財
源
の
中
で
実
施
す
る

こ
と
が
、
安
定
的
と
言
え

る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ

市
長
は
、
給
食
費
の

無
償
化
を
公
約
に
掲
げ
て

選
挙
に
臨
み
当
選
し
て
い

る
た
め
、
市
民
合
意
は
得

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。 修

正
案
に
対
す
る

質
疑
応
答

予
算
決
算
委
員
会
に

お
け
る
第
２
号
議
案
の

修
正
案
に
関
す
る
主
な

審
議
内
容

Ｑ

特
別
支
援
学
校
や
療

育
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
市
立

中
学
校
よ
り
も
単
価
が
高

額
と
な
る
特
別
食
へ
の
対

応
は

Ａ　
実
費
を
支
給
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。
支

援
学
校
や
療
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
状
況
を
よ
く
お
聞
き

し
制
度
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
。

Ｑ

不
登
校
生
徒
へ
の
対

応
は

Ａ　
長
期
欠
席
で
保
護
者

と
学
校
と
の
話
し
合
い
の

中
で
給
食
を
停
止
し
て
い

る
場
合
、
給
食
費
相
当
額

の
支
給
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ

中
学
校
２
学
期
か
ら

の
学
校
給
食
費
無
償
化
に

９
７
６
０
万
円
。
年
間
に

す
る
と
約
１
・
３
億
円
。

小
・
中
学
校
と
も
に
無
償

化
を
実
施
す
る
と
年
間
で

約
３
億
３
千
万
円
の
予
算

が
必
要
と
な
る
。
恒
久
的

に
実
施
す
る
財
源
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
で

は
不
安
定
で
は
な
い
か

Ａ　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
が
中
学
校
給
食
費
無
償

化
の
予
算
額
を
下
回
る
と

い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い

な
い
。
令
和
７
年
度
以
降

の
小
・
中
学
校
の
給
食
費

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
財

源
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

　

本
市
に
所
在
す
る
近
代

化
遺
産
の
適
切
な
保
存
を

図
り
後
世
へ
継
承
す
る
た

め
、
学
識
経
験
者
ら
で
構

成
す
る
舞
鶴
市
近
代
化
遺

産
保
存
審
議
会
を
設
置
す

る
も
の
で
、
こ
の
審
議
会

は
保
存
や
保
存
計
画
の
策

定
に
向
け
て
審
議
を
行
う

た
め
、
そ
の
組
織
、
運
営

等
の
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。

舞
鶴
市
近
代
化
遺
産

保
存
審
議
会
条
例
制
定

市
民
文
教
委
員
会

　

国
が
３
年
に
一
度
実
施

す
る
介
護
保
険
事
業
計
画

の
見
直
し
に
伴
い
、
舞
鶴

市
第
９
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
を
策
定
し
、
令
和

６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で

の
第
１
号
被
保
険
者
の
保

険
料
率
に
お
け
る
所
得
段

階
の
区
分
を
、
11
段
階
か

ら
15
段
階
へ
改
め
る
と
と

も
に
、
各
介
護
保
険
料
率

を
定
め
る
も
の
。
第
９
期

の
保
険
料
の
基
準
額
は
、

年
額
７
万
１
７
７
０
円
、

第
８
期
と
比
較
し
70
円
の

引
き
下
げ
、
月
額
に
し
て

５
９
８
１
円
、
第
８
期
と

比
較
し
５
円
の
引
き
下
げ

と
な
る
。

舞
鶴
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正

福
祉
健
康
委
員
会

　

救
急
体
制
の
充
実
や
予

防
業
務
の
強
化
等
を
図
る

た
め
、
消
防
職
員
の
定
数

を
１
２
５
人
か
ら
１
６
０

人
に
改
め
る
も
の
。

職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

総
務
消
防
委
員
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
特
別
対
策
利

子
補
給
金
の
財
源
に
充
て

る
た
め
に
基
金
を
設
置
し

て
い
た
が
、
当
該
利
子
補

給
金
の
交
付
期
間
が
終
了

し
た
こ
と
に
伴
い
、
廃
止

す
る
も
の
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
特
別
対
策

利
子
補
給
金
基
金
条
例

の
廃
止

産
業
建
設
委
員
会

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

本会議において付託された議案は、市民文教委員会3件、産業建設委員会5件、
福祉健康委員会7件、総務消防委員会12件、予算決算委員会11件であり、

それぞれの委員会で審査しました。

Ｑ育
セ

中
学

額
と

応
は

Ａ向
で

援
学

か
ら

し
制

い
く

Ｑ応
は

Ａ
あ
ら
ま
し

会5件、
であり、
ました。

常任委員会の審査報告
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全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

学
校
給
食
の
無
償
化

は
、
小
中
学
校
を
合
わ
せ

て
毎
年
３
億
円
を
超
え
る

予
算
が
必
要
な
大
き
な
事

業
で
、
一
旦
始
め
れ
ば
や

め
る
こ
と
の
で
き
な
い
事

業
で
あ
る
。
財
源
は
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
で
、

災
害
の
発
生
や
風
評
被
害

な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
実
質
的
に
活

用
で
き
る
予
算
は
全
体
額

の
約
半
分
で
あ
り
、
財
源

不
足
に
な
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
る
。
持
続
可
能
な
事

業
と
す
る
た
め
に
は
、
安

定
財
源
を
捻
出
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
一
般
財
源
か

ら
の
充
当
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
無
償
化
は
あ

た
か
も
無
料
に
な
り
誰
の

負
担
も
な
い
よ
う
に
勘
違

い
さ
れ
る
が
、
実
際
は
税

負
担
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
事
業
は
国
の
補
助
で
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
。
市
の
先

行
的
取
り
組
み
と
し
て
単

独
で
実
施
す
る
こ
と
は
、

全
て
の
市
民
一
人
一
人
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
全
体
で
支
え
る
た
め

に
は
、
子
育
て
の
終
わ
っ

た
世
代
や
子
ど
も
の
い
な

い
世
帯
、
独
身
者
な
ど
扶

養
義
務
の
な
い
市
民
を
も

含
む
幅
広
い
層
の
理
解
が

必
要
で
あ
る
。

給食費無償化には
幅広い市民の理解を

自民党鶴政クラブ議員団

討 論討 論

40
議
案
に
賛
成
し
、
１

議
案
に
反
対
す
る
。

　

第
２
号
議
案
、
令
和
６

年
度
一
般
会
計
予
算
の
事

業
で
あ
る
学
校
給
食
費
無

償
化
事
業
は
、
先
行
し
て

中
学
校
で
２
学
期
か
ら
開

始
す
る
予
定
で
あ
り
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
に
か

な
う
も
の
で
あ
る
。
一

方
、
財
源
と
さ
れ
る
「
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

は
、
恒
久
的
財
源
と

は
い
え
な
い
こ
と
、

ま
た
、
恒
久
的
な
事

業
を
実
施
し
て
い
く

上
で
は
、
他
の
子
育

て
支
援
事
業
や
福
祉

事
業
と
の
優
先
順
位

が
説
明
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、
事

業
継
続
へ
の
影
響
が

な
い
か
懸
念
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
事
業
は
、
令
和

５
年
度
を
含
め
、
順
調
に

増
額
し
て
お
り
、
一
定
の

財
源
と
し
て
確
保
で
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
予
算
の
原
案
に
賛
成

し
、
中
学
校
給
食
の
無
償

化
を
廃
止
、
ま
た
は
先
送

り
す
る
修
正
案
に
は
反
対

す
る
。
ま
た
、
検
討
を
進

め
て
い
く
小
学
校
給
食

は
、
中
学
校
と
比
べ
、
そ

の
財
源
規
模
も
違
う
こ
と

か
ら
、
十
分
な
準
備
と
理

解
が
得
ら
れ
る
取
り
組
み

を
求
め
る
。

第２号議案の原案に
賛成、修正案に反対

公明党議員団

討 論討 論

導入が望まれる学校給食費無償化

35
議
案
に
賛
成
し
、
６

議
案
に
反
対
す
る
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）
は
、

物
価
高
騰
対
策
、
能
登
半

島
地
震
支
援
等
の
暮
ら
し

優
先
の
予
算
で
あ
り
賛
成

す
る
。

　

令
和
６
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算
は
、
新
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
大
幅
な

料
金
値
上
げ
が
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
を
評

価
す
る
。
耐
震
性
の

水
道
管
へ
の
更
新
や

由
良
川
の
塩
水
遡
上

対
策
事
業
の
確
実
な

推
進
を
求
め
、
賛
成

す
る
。

　

令
和
６
年
度
下
水

道
事
業
会
計
予
算

は
、
静
渓
ポ
ン
プ
場

建
設
工
事
の
４
回
目
と
な

る
異
例
の
変
更
で
、
建
設

費
も
大
幅
に
増
額
す
る
見

込
み
で
あ
る
。
原
因
調
査

と
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

求
め
、
賛
成
す
る
。

　

市
民
の
切
実
な
願
い
で

あ
る
学
校
給
食
無
償
化
に

踏
み
出
し
た
令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算
は
、
18
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、

不
登
校
支
援
、
中
学
校
体

育
館
空
調
整
備
、
は
し
ご

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

導
入
等
の
予
算
は
評
価
す

る
が
、
大
型
観
光
開
発
優

先
で
新
幹
線
誘
致
等
の
無

駄
な
予
算
も
あ
り
、
生
活

を
守
る
支
援
策
や
正
職
員

増
員
を
求
め
、反
対
す
る
。

中学校給食の無償化は
市民の切実な願い

日本共産党議員団

討 論討 論

市民みんなで舞鶴の子どもを育てましょう

社会全体で支える給食費無償化

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

5 まいづる市議会だよりNo.190

討　論令和6年2月26日の本会議初日および3月27日の最終本会議において、
提案された議案に対して討論を行いました。



40
議
案
に
賛
成
し
、
１

議
案
に
反
対
す
る
。

　

第
２
号
議
案
の
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
大
き
な
混

乱
を
起
こ
し
た
も
の
を
、

取
り
下
げ
ず
、
再
修
正
し

提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
大

変
遺
憾
に
思
う
。

　

当
初
、
義
務
的
経
費
等

が
抜
け
て
い
た
点
は
、
修

正
案
に
賛
同
し
た
各
議
員

の
認
識
が
一
致
し

て
い
な
い
時
点
で

疑
義
し
か
抱
け

ず
、
市
民
の
納
得

が
得
ら
れ
る
の

か
。
市
長
選
挙
と

い
う
民
主
主
義
で

選
ば
れ
た
結
果
、

一
定
市
民
合
意
が

得
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
か

ら
、
改
め
て
市
民
合
意
を

諮
る
の
は
、
不
適
切
で
あ

る
。

　

ま
た
、
財
源
の
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
は
、
制
度

の
性
質
か
ら
、
寄
附
を
い

た
だ
く
際
に
、
子
育
て
支

援
や
市
長
が
必
要
と
認
め

る
事
業
な
ど
に
寄
附
い
た

だ
い
て
お
り
、
積
極
的
な

活
用
は
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
。
少
し
で
も
早
く

子
育
て
世
帯
が
増
え
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
か
ら
、
早
期

の
無
償
化
実
現
に
期
待

し
、
原
案
に
賛
成
す
べ
き

で
、
修
正
案
に
は
強
く
反

対
す
る
。

修正案は不適切で
強く反対する

市民クラブ舞鶴議員団

討 論

子どもたちの笑顔の給食

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
能
登
半
島

地
震
被
災
地
支
援
経
費
を

は
じ
め
、
必
要
な
補
正
で

あ
る
が
、
西
舞
鶴
駅
西
口

駅
前
広
場
整
備
は
工
事
が

進
捗
せ
ず
、
住
民
の
不
満

は
留
ま
る
こ
と
が
な
い
。

工
事
が
遅
れ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
工
事
費
も
増

額
し
て
お
り
、
住
民
へ
の

説
明
を
尽
く
さ
れ
た
い
。

　

令
和
６
年
度

下
水
道
事
業
会

計
予
算
で
は
、

静
渓
ポ
ン
プ
場

の
整
備
を
突

然
、
見
直
す
と

報
告
さ
れ
、
市

長
が
工
事
の
計

画
変
更
を
決
裁

し
た
。
契
約
を
見
直
す
と

し
た
責
任
は
市
長
に
あ

る
。
今
後
の
協
議
で
は
、

市
民
の
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
求
め
る
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
に
は
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
を
財
源
と
し
た

学
校
給
食
費
無
償
化
が
計

上
さ
れ
た
。
限
ら
れ
た
予

算
か
ら
３
億
円
以
上
の
税

金
を
恒
久
的
に
捻
出
す
る

た
め
に
は
、
市
民
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
。
寄
附
額

の
半
分
し
か
事
業
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
な
い
不
安

定
な
財
源
で
あ
り
、
無
償

化
に
は
十
分
な
議
論
が
い

る
。
基
金
に
積
み
戻
し
、

議
論
を
重
ね
る
た
め
、
原

案
の
修
正
に
賛
成
す
る
。

６年度予算は今後も
十分な注視が必要

新政クラブ議員団

討 論討 論

給食費無償化は
安定財源で執行するべき

手話通訳者・要約筆記者を配置できます

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴される場合は、事前予約により、手話
通訳者・要約筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時までに「手話通訳・要約筆記

申込書」に必要事項を記入の上、窓口へ持参、またはFAX、郵送によりご提出
ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約筆記者が配置

できない場合がありますのでご了承の上、お早めにご相談ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

舞鶴市議会 検索

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

6令和6年5月24日
令和6年2月26日の本会議初日および3月27日の最終本会議において、

提案された議案に対して討論を行いました。

6和6年5月24日

討　論

論論
ま
し

令和
にお
いま

あ
ら
ま

6和6年5月24日
いて、
した。 討　論
議会傍聴



　

３
月
定
例
会
の
初
日
に

お
い
て
議
員
発
議
し
、
可

決
し
た
「
舞
鶴
市
長
に
対

す
る
問
責
決
議
」
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
舞
鶴
市
長
に
対
す
る

　

問
責
決
議

　

舞
鶴
市
は
今
、
人
口
減

少
と
高
齢
化
に
よ
る
影
響

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
低

迷
が
加
速
化
さ
れ
、
活
気

の
な
い
悲
観
的
で
希
望
の

持
て
な
い
社
会
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
抜
け
出
す
た

め
に
は
、
行
政
と
議
会
が

と
も
に
そ
の
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
し
、
お
互
い
に

協
調
し
合
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
と
き
で
あ
り

ま
す
。
地
方
自
治
法
で
は
、

市
議
会
と
地
方
公
共
団
体

の
長
は
、
独
立
・
対
等
の

立
場
に
あ
り
、
お
互
い
に

け
ん
制
・
協
力
し
合
っ
て
、

よ
り
よ
い
市
政
の
実
現
を

目
指
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

舞
鶴
市
議
会
は
、
憲
法
第

92
条
〔
地
方
自
治
の
本
旨

の
確
保
〕
に
基
づ
き
市
勢

の
繁
栄
を
目
的
と
し
て
、

け
ん
制
し
つ
つ
も
協
力
す

る
体
制
を
堅
持
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
、

舞
鶴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
た
内
容
は
、
こ

の
よ
う
な
我
々
の
取
り
組

み
と
判
断
を
公
共
の
手
段

を
使
用
し
、
批
判
的
な
表

現
に
よ
り
、
市
内
外
を
問

わ
ず
広
く
多
数
に
広
宣
流

布
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

舞
鶴
市
議
会
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
選
択
は
到
底

許
容
で
き
る
こ
と
で
は
な

く
、
以
下
の
内
容
に
お
い

て
鴨
田
市
長
の
地
方
自
治

体
の
長
と
し
て
の
責
任
を

問
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１　

地
方
自
治
法
の
規
定

に
あ
る
よ
う
に
、
お
互

い
に
け
ん
制
し
て
も
協

力
し
合
う
姿
勢
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
一
方
的
に

市
議
会
の
判
断
が
間

違
っ
て
い
る
か
の
ご
と

く
陽
動
す
る
よ
う
な
表

現
を
用
い
た
こ
と
。

２　

昨
年
９
月
の
副
市
長

の
選
任
に
つ
い
て
の
議

案
審
議
に
お
い
て
、

「
議
会
の
議
決
内
容
や

議
決
結
果
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
た
こ
と
は
、

適
切
で
は
な
か
っ
た
指

摘
を
真
摯
に
受
け
止
め

た
い
」、
ま
た
、「
議
会

に
対
し
て
丁
寧
に
説
明

し
、
御
理
解
を
い
た
だ

く
努
力
を
行
う
こ
と
で

あ
る
と
改
め
て
認
識
を

し
て
い
る
」
と
の
こ
の

よ
う
な
表
明
が
実
行
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
。

３　

指
摘
さ
れ
て
い
る
記

述
内
容
は
議
場
及
び
委

員
会
に
お
け
る
質
疑
・

討
論
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
り
、
議
決
に
関
す
る

疑
義
を
公
共
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
利
用
し
広
め

た
こ
と
は
、
憲
法
第
92

条
〔
地
方
自
治
の
本
旨

の
確
保
〕
の
規
定
に
あ

る
地
方
自
治
が
住
民
の

意
志
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
と
い
う
民
主
主
義

的
活
動
に
対
す
る
公
の

力
の
乱
用
に
当
た
る
こ

と
。

４　

３
月
議
会
の
本
会
議

直
前
に
こ
の
よ
う
な
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
議

会
審
議
に
影
響
を
及
ぼ

す
で
あ
ろ
う
と
い
う
推

測
が
明
ら
か
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
事
前

の
調
整
、
話
し
合
い
も

全
く
な
く
、
あ
た
か
も

対
立
を
待
ち
受
け
て
い

る
が
ご
と
く
行
動
し
た

こ
と
。

　

よ
っ
て
、
舞
鶴
市
長
に

対
し
猛
省
を
促
す
と
と
も

に
、
間
違
い
を
認
め
謝
罪

と
訂
正
な
ど
適
切
な
対
応

を
３
月
７
日
の
本
会
議
冒

頭
に
お
い
て
表
明
す
る
こ

と
。
ま
た
、
今
後
の
議
会

対
応
に
か
か
る
態
度
を
改

め
る
よ
う
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

決　
　

議

　舞鶴市議会では、毎月１回、FMまいづるの「ななこちゃったラジオ」に
議員が出演しています。
　定例会の報告や市議会の進めている取り組みなど、議会に関するいろ
いろなことをお話ししています。

ＦＭまいづるにＦＭまいづるにＦＭまいづるにＦＭまいづるに

出演しています出演しています出演しています出演しています

こ
れ
ま
で
の

主
な
放
送
テ
ー
マ

「定例会の案内、議案紹介、審査報告」
「常任委員会視察報告」「本会議や委員会の傍聴について」
「審議の見える化を図る取組」
「市民と議会のわがまちトーク」
「第20期の総括」「議長就任挨拶」「防災訓練」
「議会学習会」「議会改革の取組」「舞鶴市総合計画」
「舞鶴市議会80周年」 など

次回の放送予定や
これまでの放送内容
について詳しくは、
ホームページから
ご覧いただけます。

今後の放送予定
6月28日（金）

放送テーマ

「市民と議会のわがまちトーク報告」

こ
れ
ま
で

こ
れ
ま
で

主
な
放

テ

主
な
放
送
テ

今後
6月過去の放送内容も

お聴きいただけます。

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ
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決　議

３
月

お
い
て

決
し
た

す
る
問

と
お
り

▽
舞
鶴

問
責

舞
鶴

少
と
高 決

お決

決　議
FMまいづるに出演紹介



決
議
第
１
号
に
反
対
す

る
。

　

今
回
の
件
は
、
根
底
に

西
市
民
プ
ラ
ザ
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、

２
会
派
に
よ
る
否
決
が

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
市
が
直
営
に

乗
り
出
す
と
、
市
の
直
営

で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
と
否
決
し
た
議

員
の
意
見
が
新
聞
折
込
み

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
指

定
管
理
団
体
に
引
き
続
き

管
理
を
要
望
す
る
署
名
が

回
覧
板
で
集
め
ら
れ
た
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
配
信
は
、
西
市
民

プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
に
関

わ
る
こ
と
な
の
で
、
今
回

使
わ
れ
た
手
法
で
あ
る
と

認
識
し
、
市
長
に
対
す
る

問
責
決
議
に
反
対
す
る
。

舞鶴市長に対する
問責決議に反対

会派に所属しない議員

討 論

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

会
派
の
広
報
紙
に
対
し

て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
配
信
を
使
っ
て
名

指
し
で
否
定
、
反
論
し
た

こ
と
は
、
公
権
力
を
使
っ

て
議
員
の
発
信
を
委
縮
さ

せ
る
政
治
的
圧
力
と
も
と

れ
る
行
為
で
、
由
々
し
き

事
態
で
あ
る
。
今
回
の
問

題
点
は
広
報
紙
の
発
刊
後
、

議
会
に
対
し
て
相
談
や
訂

正
を
求
め
る
こ
と
も
な
く

突
然
行
っ
た
こ
と
。
掲
載

や
配
信
の
基
準
が
不
明
確

で
ト
ッ
プ
の
裁
量
で
行
わ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
多
く

の
議
員
か
ら
問
題
で
あ
る

と
指
摘
を
受
け
て
も
な
お
、

自
身
の
正
当
性
を
主
張
し
、

姿
勢
を
改
め
な
い
市
長
に

対
し
、
議
会
と
し
て
そ
の

責
任
を
追
及
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

議会とよく相談するの
発言はどこへ

新政クラブ議員団

討 論討 論

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

市
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
公
共
の
媒
体

で
、
特
定
の
２
会
派
の
議

会
報
告
を
名
指
し
し
た
こ

と
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

議
員
の
議
会
活
動
を
委
縮

さ
せ
、
議
会
活
動
に
「
介

入
」
と
の
誤
解
を
招
く
行

為
で
あ
る
。
ま
た
、
西
自

治
連
の
署
名
活
動
に
も
言

及
さ
れ
た
こ
と
。
請
願
、

陳
情
、
署
名
な
ど
多
様
な

住
民
活
動
が
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は

行
政
の
趣
旨
を
十
分
理
解

し
な
い
も
の
も
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
行
政
の
説
明
責

任
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
行
政
と
議
会
が
適
切

な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
市

政
を
前
に
進
め
る
こ
と
を

求
め
、
市
長
に
対
す
る
問

責
決
議
に
賛
成
す
る
。

行政と議会は「車の
両輪」で市政を前に

日本共産党議員団

討 論討 論

決
議
第
１
号
に
反
対
す

る
。

　

私
た
ち
議
員
の
発
言
に

も
影
響
力
が
あ
り
、
嘘
で

も
誠
に
聞
こ
え
、
誤
解
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
も
、
肝
に
銘
じ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
事
実
確
認

を
し
、
市
民
の
声
だ
け
を

届
け
、
市
の
意
見
だ
け
を

伝
え
る
も
の
で
も
な
い
。

市
と
の
間
に
立
ち
、
誤
解

の
な
い
よ
う
に
取
り
持
つ

こ
と
が
議
員
の
責
務
で
あ

る
。
発
言
し
た
か
ら
よ
い

訳
で
は
な
く
、
反
問
権
が

な
い
執
行
機
関
を
一
方
的

に
攻
め
立
て
る
こ
と
な
く
、

事
実
に
基
づ
き
、
互
い
に

公
平
な
関
係
で
議
論
を
交

わ
せ
る
よ
う
反
問
権
を
認

め
、
議
会
活
性
化
と
さ
ら

な
る
建
設
的
な
議
論
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
考
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ホームページへ掲載
公の力の乱用でない

市民クラブ舞鶴議員団

討 論討 論

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

本
件
は
、
会
派
広
報
紙

の
記
載
に
つ
い
て
、
舞
鶴

市
が
市
の
広
報
ツ
ー
ル
で

あ
る
メ
ー
ル
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
使
用
し
、
内
容

を
完
全
に
否
定
す
る
主
張

を
広
宣
流
布
さ
れ
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
も
の
で
、

決
し
て
看
過
で
き
な
い
。

議
員
協
議
会
で
①
手
法
は

正
し
か
っ
た
か
。
②
今
後

も
同
様
の
行
動
を
と
る
か

と
の
質
問
に
対
し
、
①
最

善
で
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
や
む
を
得
な

い
と
考
え
る
。
②
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
検
討
す
る

と
の
答
弁
を
得
た
。
市
の

方
針
に
反
対
す
る
意
見
に

対
し
て
は
、
議
会
の
議
論

等
で
あ
っ
て
も
、
市
の
広

報
ツ
ー
ル
で
否
定
す
る
市

の
姿
勢
を
大
い
に
危
惧
す

る
。

舞鶴市長に対する
問責決議に賛成

自民党鶴政クラブ議員団

討 論討 論

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

舞
鶴
市
は
、
２
会
派
が

12
月
定
例
会
内
容
を
掲
載

し
、
発
行
さ
れ
た
レ
ポ
ー

ト
や
通
信
に
対
し
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
事

実
と
異
な
る
誤
解
や
憶
測

に
基
づ
く
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
」
と
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
本
議
会
に
お
け

る
議
員
や
会
派
の
意
見
に

対
す
る
反
論
を
場
所
を
変

え
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

市
民
か
ら
負
託
を
受
け
た

議
員
の
発
言
権
利
を
阻
害

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
削
除

や
訂
正
に
は
応
じ
な
い
」

と
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
遺

憾
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経

過
か
ら
、
問
責
決
議
は
厳

し
い
と
考
え
る
が
、
賛
成

せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と

判
断
す
る
。

問責決議は厳しいと
考えるが賛成する

公明党議員団

討 論討 論

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

8令和6年5月24日

令和6年2月26日の本会議初日において、提案された議案に対して討論を行いました。

論論

あ
ら
ま
し

8和6年5月24日

した。 討　論



修
正
議
決
、
原
案
と
も

に
反
対
す
る
。

　

修
正
案
は
、
学
校
給
食

費
無
償
化
事
業
を
先
送
り

す
る
も
の
。
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
は
不
安
定
財
源
、

市
民
合
意
が
不
十
分
と
し

て
い
る
が
、
理
由
に
な
ら

ず
、
切
実
な
市
民
要
求
に

背
を
向
け
る
も
の
で
認
め

ら
れ
な
い
。
学
校
給
食
費

の
無
償
化
が
２
学
期
か
ら

中
学
校
で
開
始
さ
れ
る
予

算
案
で
、
高
く
評
価
す
る
。

し
か
し
、
修
正
案
の
成
立

で
給
食
費
無
償
化
の
事
業

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

「
補
正
予
算
で
実
施
す
べ

き
」
と
市
長
へ
申
し
入
れ

た
が
、「
そ
れ
は
で
き
な

い
」
と
の
回
答
。
無
駄
で

問
題
の
予
算
も
あ
り
、
市

政
運
営
の
取
り
組
み
方
が

違
う
こ
と
か
ら
原
案
に
は

賛
成
で
き
な
い
。

市民要求前進歓迎
無駄な事業には反対

日本共産党議員団

討 論討 論

修
正
議
決
に
反
対
し
、

原
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
の
討
論
に
つ
い
て
は
、

３
月
27
日
の
３
月
定
例
会

最
終
日
に
お
い
て
評
価
し
、

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

中
学
校
給
食
費
の
無
償

化
を
先
行
的
に
実
施
す
る

こ
と
は
、
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
に
か
な
う
も
の
で

あ
る
。
財
源
の
「
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
」
が
恒
久

的
財
源
と
は
い
え
な
い
こ

と
。
ま
た
、
恒
久
的
な
事

業
を
実
施
し
て
い
く
上
で
、

他
の
子
育
て
支
援
事
業
や

福
祉
事
業
と
の
優
先
順
位

が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
全
事
業
の
継

続
に
影
響
が
な
い
の
か
、

懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
一
定
の
財
源
と
し

て
確
保
で
き
る
も
の
と
考

え
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

財源は確保できると
考え、原案に賛成

公明党議員団

討 論討 論

修
正
議
決
、
原
案
と
も

に
賛
成
す
る
。

　

学
校
給
食
費
無
償
化
事

業
は
、
本
市
の
未
来
を
念

頭
に
お
い
た
子
育
て
支
援

事
業
で
あ
り
、
反
対
す
る

も
の
で
は
な
い
。
将
来
に

わ
た
っ
て
、
持
続
可
能
な

事
業
と
す
る
た
め
、
安
定

財
源
の
確
保
と
幅
広
い
層

の
市
民
理
解
が
不
十
分
で

あ
り
、
対
策
を
求
め
た
修

正
案
に
賛
成
し
た
。

　

原
案
の
質
疑
に
お
い
て
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

ほ
か
に
一
般
財
源
を
含
む

こ
と
、
し
っ
か
り
と
市
民

理
解
の
取
り
組
み
を
実
施

す
る
と
の
答
弁
を
得
た
。

ま
た
、
否
決
し
た
場
合
、

市
政
運
営
と
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
た

め
、
答
弁
の
内
容
を
し
っ

か
り
と
実
行
す
る
こ
と
を

求
め
、
賛
成
す
る
。

給食費無償化市民の
理解はいまだ不十分

自民党鶴政クラブ議員団

討 論討 論

修
正
議
決
に
反
対
し
、

原
案
に
賛
成
す
る
。

　

準
要
保
護
者
の
就
学
援

助
は
、
保
護
者
の
申
請
に

よ
り
、
全
て
の
世
帯
に
行

き
届
き
に
く
い
課
題
が
あ

る
。
保
護
者
負
担
の
定
義

は
、
学
校
給
食
法
第
11
条

に
定
め
の
あ
る
保
護
者
負

担
の
議
論
が
さ
れ
て
き
た
。

参
議
院
常
任
委
員
会
の
質

疑
で
、
学
校
設
置
者
の
経

費
の
負
担
区
分
の
考
え
方

を
示
し
た
も
の
で
、
自
治

体
の
判
断
で
給
食
費
の
補

助
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

い
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

当
会
派
と
し
て
も
無
償
化

を
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
。
子
ど
も
た

ち
に
は
、
費
用
面
を
は
じ

め
給
食
に
関
わ
る
全
て
の

方
に
感
謝
の
で
き
る
教
育

が
重
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

学校給食費無償化
積極的に取り組むべき

市民クラブ舞鶴議員団

討 論討 論

令和６年第２回臨時会のあらまし令令和和６年年第第 回回臨臨時時会会のああららましししししし令和６年第２回臨時会のあらまし令令令令令令和和和和和６６６６６年年年年年年第第第第第第２２２２２回回回回回臨臨臨臨臨時時時時時会会会会会会のののののあああああららららららまままままししししし令和６年第２回臨時会のあらまし
●令和６年度一般会計予算の再議に係る臨時会を開催。３月定例会と同じ「修正可決」
とすることを否決し原案を可決
●令和６年度一般会計予算の再議に係る臨時会を開催。３月定例会と同じ「修正可決」
とすることを否決し原案を可決

　3月定例会において、令和6年度一般会計予算を修正可決したことに対して、市長から再議の
請求があり、その審議のために3月29日（金）に開催された令和6年第2回臨時会では、まず、
3月定例会と同じ議決（修正可決）とすることについて採決を行い、これを否決。続いて原案に
ついて審議し、賛成多数で原案のとおり可決しました。

　市長が、議会の議決に異議がある場合に、議会に対して審議のやり
直しを求めることができる制度です。
　再議に付された議決は、過半数ではなく、議長も含めた出席議員の
3分の2以上が、その議決結果に賛成した場合に確定します。
　賛成者が３分の２に満たなかった場合は、改めて原案を審議します。

再議とは

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ
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修
正
議
決
、
原
案
と
も

に
賛
成
す
る
。

　

我
々
は
給
食
費
無
償
化

の
議
論
を
継
続
さ
せ
る
修

正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
が
、
市
長
は
こ
れ
を

不
服
と
し
再
議
と
し
た
。

臨
時
会
で
の
再
提
案
が
可

能
な
中
で
の
強
行
に
違
和

感
を
覚
え
る
。
給
食
費
無

償
化
に
つ
い
て
は
国
の
動

向
、
財
源
の
持
続
可
能
性
、

対
象
世
帯
以
外
へ
の
影
響
、

教
育
的
見
地
を
踏
ま
え
議

論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、
不
確
定
か
つ
断
片

的
な
情
報
が
広
く
流
布
さ

れ
、
違
う
論
点
に
な
っ
た

こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。

不
本
意
で
あ
る
が
、
予
算

が
執
行
不
能
に
な
り
市
民

生
活
へ
の
悪
影
響
を
避
け

る
た
め
、
再
議
に
対
し
遺

憾
の
意
を
表
明
し
、
苦
渋

の
決
断
と
し
て
賛
成
す
る
。

市政史上初の再議は
必要だったのか

新政クラブ議員団

討 論

　

第
２
回
臨
時
会
に
お
い

て
議
員
発
議
し
、
可
決
し

た
決
議
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
令
和
６
年
度
舞
鶴
市

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

の
附
帯
決
議

　

学
校
給
食
費
無
償
化
事

業
の
執
行
に
当
た
っ
て
、

以
下
の
点
を
市
長
に
要
請

す
る
。

　

学
校
給
食
費
無
償
化
事

業
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
社
会
全
体
で
支
え
、

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
・

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
境
」
の
実
現
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
将
来

的
に
は
小
・
中
学
生
す
べ

て
の
児
童
生
徒
を
対
象
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
事
業
は
、
本
来
は
国

の
施
策
と
し
て
実
施
す
べ

き
事
業
で
あ
り
、
市
の
事

業
と
し
て
実
施
す
る
に
当

た
り
、
次
の
事
項
に
努
め

る
こ
と
を
要
請
す
る
。

１　

将
来
に
渡
っ
て
、
持

続
可
能
な
事
業
と
す
る

た
め
、
安
定
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に

執
行
予
算
に
恒
久
的
財

源
を
含
む
こ
と

２　

幅
広
い
市
民
理
解
を

得
る
た
め
の
取
組
と
広

報
に
努
め
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
に
対
し
、
食

に
関
す
る
正
し
い
理
解

と
事
業
目
的
の
教
育
を

行
う
こ
と

３　

本
事
業
が
他
の
事
業

に
影
響
を
与
え
る
こ
と

な
く
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
る
こ
と

４　

学
校
給
食
費
無
償
化

に
関
す
る
国
の
検
討
状

況
等
そ
の
動
向
を
注
視

し
、
働
き
か
け
を
続
け

る
こ
と

　

以
上
、
決
議
す
る
。

決　
　

議

　

第
２
回
臨
時
会
に
お
い

て
議
員
発
議
し
、
可
決
し

た
意
見
書
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
学
校
給
食
費
を
無
償
化

す
る
た
め
の
恒
久
的
な
財

政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

急
速
に
進
展
す
る
少
子

化
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子

育
て
施
策
へ
の
対
応
は
先

送
り
の
許
さ
れ
な
い
課
題

で
あ
り
、
国
に
お
い
て
も

子
育
て
施
策
の
具
体
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
国
際
情
勢
を
背

景
と
し
た
物
価
高
騰
が
長

期
化
し
、
市
民
生
活
が
逼

迫
す
る
中
、
子
育
て
世
帯

の
教
育
費
負
担
は
、
教
材

費
だ
け
で
な
く
制
服
・
学

用
品
・
修
学
旅
行
等
の
積

立
金
・
部
活
動
・
給
食
費

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
保
護
者
の
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
校
給
食
法
第
１
条
に

お
い
て
、
学
校
給
食
は

「
児
童
及
び
生
徒
の
心
身

の
健
全
な
発
達
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
児

童
及
び
生
徒
の
食
に
関
す

る
正
し
い
理
解
と
適
切
な

判
断
力
を
養
う
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大

切
な
要
素
で
あ
る
。

　

全
国
の
自
治
体
に
お
い

て
、
子
育
て
支
援
策
の
一

環
と
し
て
給
食
費
の
無
償

化
や
一
部
補
助
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
財
政
措
置
の

負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、

補
助
金
や
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
な
ど
を
原
資
と
し

て
実
施
と
な
っ
て
い
る
現

状
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
学
校
給
食
費
の
無
償
化

の
取
組
が
自
治
体
の
財
政

状
況
に
よ
り
差
が
生
じ
た

り
、
取
組
の
継
続
性
が
担

保
さ
れ
ず
、
学
校
給
食
制

度
本
来
の
理
念
、
目
的
か

ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
る

と
危
惧
す
る
。

　

政
府
は
令
和
５
年
６
月

の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方

針
」
の
中
で
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
の
実
現
に
向

け
て
、
各
自
治
体
に
お
け

る
取
組
実
態
や
成
果
・
課

題
の
調
査
を
行
い
、
速
や

か
に
そ
の
結
果
を
公
表
す

る
と
し
て
お
り
、
全
国
一

律
で
の
小
・
中
学
校
の
学

校
給
食
費
無
償
化
の
制
度

を
、
早
期
に
決
定
す
る
べ

き
と
考
え
る
。

　

教
育
の
根
幹
に
関
わ
る

給
食
制
度
が
自
治
体
間
で

格
差
を
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お

い
て
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
実
現
す
る
た
め
の

恒
久
的
な
財
政
措
置
を
講

じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

意  

見  

書

決
議
す
る
。

立なり担お「児の
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10令和6年5月24日

令和6年3月29日に令和6年度一般会計予算の再議に係る臨時会を開催し、
修正案に対する討論を行い、採決の結果、

否決された後、原案に対する討論を行いました。

10和6年5月24日

討　論

討 論討 論
ま
し

令和

催し、
結果、
した。

あ
ら
ま

10和6年5月24日

討　論
決議・意見書



令和６年３月定例会令和６年３月定例会

令和６年第２回臨時会令和６年第２回臨時会

全会一致で可決した予算議案
● 令和6年度舞鶴市水道事業会計予算 
● 令和6年度舞鶴市病院事業会計予算 
● 令和6年度舞鶴市貯木事業会計予算 
● 令和6年度舞鶴市駐車場事業会計予算 
● 令和5年度舞鶴市一般会計補正予算（第11号） 
● 令和5年度舞鶴市駐車場事業会計補正予算（第1号） 
● 令和6年度舞鶴市下水道事業会計予算

全会一致で可決した議会提出議案
● 学校給食費を無償化するための恒久的な財政措置を求める意見書（令和6年第2回臨時会）

全会一致で可決した議会提出議案
● 舞鶴市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について

全会一致で同意した人事議案
● 教育長の任命について 
● 固定資産評価員の選任について 
● 固定資産評価審査委員会委員の選任について

全会一致で可決したその他の議案
● 工事請負契約の変更について（倉梯小学校教室棟長寿命化改修工事） 
● 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について 
● 市道路線の変更について

全会一致で可決した条例議案
● 舞鶴市職員定数条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市の市長及び副市長の給与に関する条例及び舞鶴市教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市火災予防条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市組織及び分掌事務に関する条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市漁港管理条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市新型コロナウイルス感染症緊急特別対策利子補給金基金条例を廃止する条例制定について 
● 舞鶴市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る
●介護予防のための効果的な支援の方法等に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
●方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について 
● 舞鶴市近代化遺産保存審議会条例制定について 
● 舞鶴市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市市税条例の一部を改正する条例制定について 

あ
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（令和6年3月定例会） 会期：2月26日～3月27日

（令和6年第2回臨時会）会期：3月29日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果
11 まいづる市議会だよりNo.190

令和6年3月定例会および第2回臨時会での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。
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令和6年3月定例会および第2回臨時会での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

固定資産評価員の選任

新任：福　田　豊　明  氏
令和6年3月27日の本会議で次の固定資産評価員を選任することに同意しました。

固定資産評価審査委員会委員の選任

新任：迫　田　政　之  氏
令和6年3月27日の本会議で次の固定資産評価審査委員会委員を選任することに同意しました。

3月27日

3月27日

3月27日

3月27日

3月27日

3月27日

2月26日

3月27日

3月27日

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

×

×

 無会派…会派に所属しない議員　　☆舞鶴市議会の議員定数は25人です。

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

3月29日

3月29日

3月29日

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

× ×

○

○

×

○

○

×

×

○

×

×

○

×

×

○

×

○

×

×

○

×

×

○

×

×

○

○

×

○

○

議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん

【議決結果】 可…可決、修可…修正可決、否…否決、同…同意、不同…不同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不採…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権

田

畑

篤

子

西

村

正

之

野

瀬

貴

則

眞

下

隆

史

水

嶋

一

明

南　
　
　

正

弘

議
決
を
し
た
日

川

口

孝

文

肝

付

隆

治

高

橋

秀

策

谷

川

眞

司

眞

下

弘

明

上

羽

和

幸

小

谷

繁

雄

杉

島

久

敏

松

田

弘

幸

伊

田

悦

子

小

杉

悦

子

小

西

洋

一

福　

本　

明
日
香

廣

瀬　
　

  
昇

仲

井

玲

子

新　

政

今

西

克

己

新　

政

新　

政

新　

政

新　

政

山　

本　

治
兵
衛

新　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

公　

明

公　

明

公　

明

公　

明

共　

産

共　

産

共　

産

市　

民

市　

民

市　

民

無
会
派

無
会
派
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教育長の任命

再任：廣　瀬　直　樹  氏
令和6年3月27日の本会議で次の教育長を任命することに同意しました。

　市長が、議会の議決に異議がある場合に、議会に対して審議のやり直しを求めることができる制度です。
　再議に付された議決は、過半数ではなく、議長も含めた出席議員の3分の2以上が、その議決結果に賛成した場合に確定します。
　これを特別多数議決といいます。賛成者が３分の２に満たなかった場合は、改めて原案を審議します。

再議とは

令和6年度舞鶴市一般会計予算

令和6年度舞鶴市国民健康保険事業会計予算

令和6年度舞鶴市介護保険事業会計予算

令和6年度舞鶴市後期高齢者医療事業会計予算

舞鶴市介護保険条例の一部を改正する条例制定について

舞鶴市長に対する問責決議

原発事故にかかる避難計画の全面的な見直しを求める請願

舞鶴市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

日本政府に対し、対話と外交による平和構築の積極的な取組を求める意見書を
提出することを求める請願

市　

長　

提　

出　

議　

案

請　

願

議会提
出議案

議会提
出議案

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

24

13

21

21

21

21

21

19

3

3

11

3

3

3

3

3

5

21

21

0

0

0

0

0

0

0

0

0

修可

可

可

可

可

可

可

不採

不採

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

【会派】鶴政…自民党鶴政クラブ議員団、新政…新政クラブ議員団、公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団、市民…市民クラブ舞鶴議員団、

令和6年度舞鶴市一般会計予算の再議　※特別多数議決

令和6年度舞鶴市一般会計予算

第２号議案　令和６年度舞鶴市一般会計予算についての附帯決議

市
長
提
出

議　
　

案

24

23

23

24

23

23

12

20

20

12

3

3

0

0

0

否

可

可

○

○

○

欠

欠

欠

令和６年３月定例会令和６年３月定例会

令和６年第２回臨時会令和６年第２回臨時会

出

席

者

数

議員名等（会派内は五十音順）

議　　案　　名　　等

投

票

者

総

数

賛

成

反

対

棄

権

議

決

結

果

上

野

修

身

鶴　

政

鶴　

政

尾

関

善

之

賛否が分かれた議案
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13 まいづる市議会だよりNo.190

（令和6年3月定例会） 会期：2月26日～3月27日

（令和6年第2回臨時会）会期：3月29日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果



野 瀬 貴 則
新政クラブ議員団

医
療
再
生
の
明
確
な

方
針
を
示
す
べ
き

課
題
は
出
尽
く
し
た
の
で

検
討
に
入
る

質
問　

市
長
は
舞
鶴
の

医
療
を
再
生
す
る
と
宣
言

し
、
４
回
の
持
続
可
能
な

地
域
医
療
を
考
え
る
会
を

行
っ
た
。今
年
は（
仮
称
）

医
療
機
能
最
適
化
検
討
会

議
を
開
催
す
る
方
針
だ
が
、

い
つ
に
な
れ
ば
明
確
な
方

針
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
か
。

市
民
か
ら
託
さ
れ
た
医
療

体
制
の
改
善
に
向
け
た
具

体
的
な
方
策
を
伺
う
。

答
弁

医
療
現
場
で
直

面
す
る
課
題
等
を
議
論
し
、

課
題
は
ほ
ぼ
出
尽
く
し
た
。

そ
の
解
消
に
は
よ
り
踏
み

込
ん
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
将
来
を
見

据
え
て
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
医
療
提
供
体
制
を
具

体
的
に
築
き
上
げ
る
検
討

段
階
に
入
っ
た
と
認
識
し
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
。

質
問　

学
校
給
食
費
無

償
化
は
、
安
定
財
源
で
の

実
施
を
求
め
て
き
た
が
、

全
額
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
で
残
念
に
思
う
。
ふ
る

さ
と
納
税
は
寄
附
額
が
変

動
す
る
不
安
定
な
財
源
で

あ
る
。
不
足
時
の
対
応
は
。

答
弁

財
源
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
充
て
た
の
は
、

寄
附
者
の
意
向
で
あ
る
。

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
取
り
組
み
強
化
と
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
鑑
み

る
と
不
足
す
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

QA

QA

QA
給
食
費
無
償
化
は

不
安
定
財
源

不
足
す
る
と
は

考
え
て
い
な
い

QQAA

市民は医療再生の
明確なビジョンを求めている

※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式

※３ 分 割…質問項目を分野ごとに３回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問事項以外の詳細は、ホームページをご覧ください。

※本会議については、ＹouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

令和6年 舞鶴市議会3月定例会代表質問 令和6年3月7日

順番

1

市民クラブ舞鶴議員団
廣瀬　　昇

新政クラブ議員団
野瀬　貴則

自民党鶴政クラブ議員団
肝付　隆治

日本共産党議員団
伊田　悦子

１ 

３  市内公共施設・公共物の工事について

５  西市民プラザに関わる市の行動について

１  子育て安心の市政の実現について

３  原子力防災について

１  地域医療の確保に向けた取組について

３  地域の活性化について

１  

３  教育振興について

５  産業振興について

７  市長就任から１年間の実績と今後の取組について

市政運営１年間の評価と課題、
未来への展望について

西市民プラザの管理運営に関する
問責決議について

２  舞鶴の医療再生について

４  次世代への徹底した投資について

２  災害対策について

４  まちづくりの根幹を揺るがす大軍拡について

２  子育て支援について

２  第７次舞鶴市総合計画基本構想について

４  国・府・市などとの連携について

６  観光振興について

2

3

4

会派名及び氏名 質問事項質問方式

一問一答

一問一答

一問一答

３分割

舞鶴市議会 検索

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

14令和6年5月24日

令和6年3月7日

あ
ら
ま
し

14令和6年5月24日

代表質問令和6年3月7日に本会議を開き、4人が代表質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



廣 瀬 　 昇
市民クラブ舞鶴議員団

地
域
医
療
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
は

病
院
再
編
・
統
合
も

想
定
し
、
調
査
検
討
す
る

質
問　

地
域
医
療
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
に
当
た
り
①
持
続

可
能
な
地
域
医
療
を
考
え

る
会
の
総
括
と
今
後
の
展

開
、
②
公
的
病
院
に
お
け

る
診
療
科
の
再
編
や
病
院

の
統
合
、
③
看
護
師
の
確

保
、
④
周
産
期
医
療
の
充

実
強
化
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
問
う
。

答
弁

①（
仮
称
）医
療

機
能
最
適
化
検
討
会
議
で

病
院
再
編
や
統
合
も
想
定

し
、
調
査
検
討
す
る
。
②

今
あ
る
診
療
機
能
を
維

持
・
確
保
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
や
市
民
に
情
報

発
信
す
る
。
③
看
護
師
確

保
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施
す
る
。
④
医
療
セ

ン
タ
ー
に
常
勤
産
婦
人
科

医
１
人
を
配
置
す
る
。

質
問　

未
来
に
希
望
が

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
本
市
に
と
っ
て
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
体
制
整
備
や
こ

ど
も
の
医
療
費
を
拡
充
す

る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
の
か
。

答
弁

課
題
を
抱
え
る

こ
ど
も
・
子
育
て
世
代
を

応
援
し
、
子
育
て
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
こ

ど
も
の
数
も
増
え
、
未
来

に
希
望
が
も
て
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

肝 付 隆 治
自民党鶴政クラブ議員団

持
続
可
能
を
取
り
入
れ
た

ま
ち
づ
く
り
と
は

地
域
で
循
環
す
る

ま
ち
を
目
指
す

質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お

け
る
持
続
可
能
な
開
発
と

は
、「
将
来
の
世
代
の
欲

求
を
満
た
し
つ
つ
、
現
在

の
世
代
の
欲
求
も
満
足
さ

せ
る
よ
う
な
開
発
」
と
し

て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
は
、
現
役
世
代
だ

け
が
得
を
し
て
将
来
世
代

に
つ
け
を
ま
わ
す
よ
う
な

取
り
組
み
は
、
持
続
可
能

で
は
な
く
、
ま
た
、
現
役

世
代
が
大
き
な
負
担
を
担

う
こ
と
で
、
将
来
世
代
の

欲
求
を
満
た
す
の
も
持
続

可
能
と
は
い
え
な
い
。
本

市
に
お
い
て
、
持
続
可
能

を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く

り
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組

む
の
か
問
う
。

答
弁

子

ど
も
や
子
育

て
世
代
に

し
っ
か
り
投

資
し
、
こ
の

ま
ち
に
住
む
若
者
が
住
み

続
け
た
い
、
一
度
市
外
に

出
て
も
帰
っ
て
来
た
い
と

思
え
る
受
け
皿
に
な
り
、

移
住
者
に
も
選
ば
れ
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
元
気
あ
る
若
い
世

代
を
育
み
地
域
経
済
を
活

性
化
し
、
地
域
で
循
環
す

る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、

全
て
の
市
民
が
未
来
に
希

望
が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

代
表
質
問

代
表
質
問

QA

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
揺
ら
ぐ

軍
拡
反
対
表
明
を

防
衛
力
強
化
は

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要

質
問　

舞
鶴
地
方
総
監

部
の
地
下
化
・
ト
マ
ホ
ー

ク
ミ
サ
イ
ル
配
備
・
弾
薬

庫
増
設
。
こ
れ
ら
は
、
専

守
防
衛
を
投
げ
捨
て
、
自

衛
隊
に
攻
撃
能
力
を
待
た

せ
た
こ
と
で
、
自
衛
隊
基

地
が
「
敵
基
地
攻
撃
ミ
サ

イ
ル
基
地
」
へ
と
変
貌
す

る
。
こ
の
基
地
強
化
が
、

市
民
を
危
険
に
さ
ら
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
揺

る
が
す
。
そ
の
認
識
は
。

答
弁

本
市
が
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の

安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ

て
は
じ
め
て
推
し
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
国
が
進
め
る
防
衛
力

の
強
化
は
、
本
市
が
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
の
拡
充
、
学
校

給
食
の
無
償
化
は
、
我
が

会
派
が
一
貫
し
て
求
め
続

け
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

今
回
の
提
案
は
評
価
す
る
。

次
な
る
ス
ッ
テ
プ
ア
ッ
プ

と
し
て
、
第
２
子
以
降
の

保
育
料
無
償
化
の
考
え
は
。

答
弁

日
本
共
産
党
議

員
団
か
ら
は
、
何
度
も
質

問
、
提
言
い
た
だ
き
、
背

中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
き
財
源
確
保
の
取

り
組
み
を
推
し
進
め
、
ま

ず
は
小
学
校
給
食
の
無
償

化
を
優
先
し
、
対
応
す
る
。

A

SDGs未来都市に
ふさわしいまちづくりを

QA

子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
は

希
望
も
て
る
ま
ち
に

つ
な
が
る

QQAA

QA
次
な
る
子
育
て

応
援
施
策
へ

小
学
校
給
食
の

無
償
化
を
優
先

QQAA

QA

弾薬庫増強候補地の
弾薬整備補給所の白浜火薬庫

未来に希望がもてるまち

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

15 まいづる市議会だよりNo.190

質 A

代表質問令和6年3月7日に本会議を開き、4人が代表質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



令和6年 舞鶴市議会3月定例会一般質問 令和6年3月8日、11日

順番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

質問方式

一問一答

一問一答

一括

一問一答

一問一答

３分割

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一括

一括

一問一答

一問一答

一問一答

一括

一問一答

一問一答

南　　正弘

小西　洋一

西村　正之

杉島　久敏

眞下　隆史

仲井　玲子

川口　孝文

小杉　悦子

福本明日香

小谷　繁雄

眞下　弘明

高橋　秀策

水嶋　一明

田畑　篤子

上野　修身

今西　克己

谷川　眞司

山本治兵衛

尾関　善之

１ 災害時の対応について

１ 舞鶴市の財政運営について

３ 適正な市職員配置と市民サービスの充実について

１ 自殺対策について

１ 胃がん検診について

１ 災害時住民避難の今後の在り方について

１ 中央図書館と５つの分館構想への市民理解について

３ 北陸新幹線敦賀開業、大阪・関西万博に向けた観光戦略について

１ 舞鶴市災害応急対策計画について

３ 市長問責決議について

１ 

３ 安心して利用できる介護保険事業について

１ 冬季における国道27号線の通行止めについて

３ 本市の障害者支援について

５ 西市民プラザについて

１ 企業版ふるさと納税について

１ 

１ 指定管理者募集について

３ 赤れんが周辺等まちづくり事業について

１ 緊急消防援助隊について

３ 京都府中・北部地域共同指令センターへの移行について

１ 地域医療について

３ 医療的ケア児について

１ 地域防災力の向上について

１ 静渓ポンプ場の建設工事変更契約等について

１ 小・中学生の不登校について

１ 小学校の水泳授業について

１ 地域経済について

２ 大規模災害について

２ 子どもたちの安全の確保について

２ 地域コミュニティについて

２ 舞鶴市長の問責決議対応について

２ 女性の視点に立った防災について

２ 舞鶴市役所前駐車場工事に係る臨時駐車場の運用について

２ 市民の命を守る国民健康保険事業について

２ 本市の小中学校について

４ 新しい図書館について

２ 地域防災の支援について

２ 舞鶴市の指定ごみ袋について

２ 子どもの夢や希望をかなえる取組について

２ 本市の消防体制について

２ 舞鶴市予算について

２ 浪速橋について

２ 舞鶴市西市民プラザの指定管理について

２ 舞鶴市公式ホームページについて

医療的ケアを受けることができる
障害者の生活の場の保障について

人材不足問題について、
舞鶴市として取り組めることについて

氏　名 質問事項

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問事項以外の詳細は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、ＹouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※３ 分 割…質問項目を分野ごとに3回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式

舞鶴市議会 検索

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

16令和6年5月24日

令和6年3月8日 11日

あ
ら
ま
し

16令和6年5月24日

一般質問令和6年3月8日、11日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



南 　 正 弘
自民党鶴政クラブ議員団

避
難
所
と
な
る

学
校
の
整
備
は

優
先
度
を
検
討
し

取
り
組
ん
で
い
く

質
問　

今
回
の
能
登
半

島
地
震
の
現
状
を
見
る
ま

で
も
な
く
、
避
難
場
所
と

な
っ
て
い
る
建
物
で
あ
る

各
学
校
の
体
育
館
、
公
民

館
等
の
施
設
で
は
冬
本
番

の
酷
寒
の
中
、
自
衛
隊
等

に
よ
る
緊
急
物
資
の
搬
入

が
行
わ
れ
る
ま
で
の
数
日

間
、
長
い
場
所
で
は
１
週

間
も
の
間
、
被
災
者
の

方
々
は
寒
さ
に
震
え
て
お

ら
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ

た
。
私
自
身
何
度
も
申
し

上
げ
て
い
る
が
、
市
内
中

学
校
体
育
館
等
へ
の

空
調
の
設
置
や
ト
イ

レ
等
の
整
備
、
具
体

的
に
は
洋
式
化
や
数

の
増
加
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
は
、

避
難
所
と
し
て
も
利

用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
存
在

の
大
き
い
施
設
で
あ
り
、

市
内
全
て
の
中
学
校
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で

き
る
よ
う
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
体
育
館
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
長
寿
命
化
改
修
と
併
せ

て
改
修
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
個
別
改
修
も
考
慮

し
な
が
ら
洋
式
化
を
進
め
、

数
に
つ
い
て
も
、
財
源
の

確
保
に
努
め
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

一
般
質
問

QA

小 西 洋 一
日本共産党議員団

効
果
的
な
予
算
編
成
の

手
法
を
検
討
し
て
い
く

質
問　

平
成
30
年
度
に

導
入
さ
れ
た
本
市
の
予
算

編
成
「
枠
配
分
方
式
」
は
、

公
園
整
備
予
算
が
削
減
さ

れ
、
駅
前
の
花
壇
の
雑
草

が
放
置
さ
れ
る
な
ど
、
市

民
生
活
に
密
着
し
た
事
業

に
大
き
な
弊
害
が
あ
る
と

考
え
る
。
こ
の
予
算
編
成

の
や
り
方
は
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

規
律
あ
る
財
政

を
堅
持
す
る
に
当
た
っ
て
、

「
枠
配
分
方
式
」
の
予
算

編
成
は
一
定
有
効
な
手
法

と
考
え
る
。
メ
リ
ッ
ト
や

デ
メ
リ
ッ
ト
も
踏
ま
え
、

効
果
的
な
予
算
編
成
の
手

法
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

会
計
年
度
任
用

職
員
は
、
全
職
員
の
４
割

を
超
え
、
自
治
体
・
公
務

公
共
業
務
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
安
心
し
て
業
務
に

専
念
で
き
る
待
遇
、
手
当

て
、
休
暇
な
ど
常
勤
職
員

と
の
均
等
待
遇
へ
改
善
す

べ
き
。
市
の
見
解
は
。

答
弁

こ
れ
ま
で
か
ら

国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、

見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。

令
和
５
年
度
に
は
給
料
表

を
改
定
し
、
６
年
度
に
は

勤
勉
手
当
の
支
給
と
昇
給

を
実
施
す
る
予
定
。
今
後

も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

必
要
な
対
応
を
講
じ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

安心して業務に専念できる
待遇改善を

災害時における避難所

QA

QA

非
正
規
職
員
の

待
遇
改
善
を

今
後
も
必
要
な

対
応
を
講
じ
る

QQAA

QA

西 村 正 之
市民クラブ舞鶴議員団

本
市
・
学
校
に
お
け
る

自
殺
対
策
の
現
状
は

枠
配
分
方
式
の
予
算
編
成
は

見
直
す
べ
き
で
は

市
自
殺
対
策
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
い
る

質
問　

舞
鶴
市
の
自
殺

者
数
は
、
平
成
22
年
と
比

べ
平
成
30
年
に
は
約
半
分

に
減
少
し
て
い
る
が
、
10

歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
年
代

で
は
、
自
殺
が
死
因
の
第

１
位
で
、
依
然
と
し
て
深

刻
な
状
況
で
あ
る
。
若
者

に
自
殺
を
考
え
さ
せ
る
多

く
の
原
因
は
、「
い
じ
め
」

「
不
登
校
」
経
験
も
多
く

関
連
し
、
日
本
の
若
者
の

４
人
に
１
人
が
自
殺
念
慮

を
抱
え
、
つ
ま
り
、
死
に

た
い
と
思
う
気
持
ち
を
抱

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
困
難
に
直

面
し
た
若
者
に
必

要
な
の
は
、
彼
ら

の
声
に
じ
っ
く
り

耳
を
傾
け
る
姿
勢

で
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
市
・
学
校
に
お

け
る
自
殺
対
策
の

現
状
に
つ
い
て
問

う
。

答
弁

本
市
の
自
殺
対

策
の
取
り
組
み
は
、
舞
鶴

市
自
殺
対
策
計
画
に
基
づ

き
、
全
て
の
人
が
お
互
い

を
慈
し
み
、
自
殺
に
よ
り

尊
い
命
を
落
と
す
人
が
一

人
で
も
い
な
く
な
る
よ
う
、

自
殺
対
策
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
学
校

で
は
、
平
成
30
年
か
ら
令

和
４
年
ま
で
０
歳
か
ら
19

歳
の
自
殺
者
は
い
な
い
。

今
後
も
、
児
童
生
徒
の
小

さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
、

命
を
大
切
に
す
る
心
を
育

む
教
育
活
動
を
進
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

思い悩んでいる子ども

QA

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

17 まいづる市議会だよりNo.190

質 般
一
般QA

一般質問令和6年3月8日、11日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



杉 島 久 敏

町
内
会
・
自
治
会
の

必
要
性
は

活
動
の
重
要
性
を

再
認
識
し
て
い
る

質
問

町
内
会
・
自
治

会
に
お
い
て
①
活
動
認
知

度
・
魅
力
度
が
不
足
し
て

い
る
。
②
組
織
運
営
が
閉

鎖
的
・
排
他
的
・
硬
直
的

で
あ
る
。
③
新
規
転
入
者

に
は
知
り
合
い
が
少
な
く
、

役
員
の
負
担
が
重
い
た
め
、

加
入
へ
の
抵
抗
感
が
生
じ
、

不
要
論
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、

大
規
模
災
害
等
の
緊
急
時

に
お
け
る
共
助
・
互
助
の

存
在
と
し
て
、
町
内
会
・

自
治
会
の
果
た
す
役
割
は

大
き
く
、
互
助
組
織

と
し
て
見
直
す
動
き

が
あ
る
。
相
反
す
る

意
見
の
あ
る
中
、
本

市
で
は
、
町
内
会
・

自
治
会
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

答
弁

自
治
会
は
、

住
民
の
親
睦
や
共
同

活
動
、
さ
ら
に
は
共

助
の
精
神
に
基
づ
く
自
治

を
担
う
た
め
に
、
住
民
自

ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る

自
主
・
自
立
の
任
意
団

体
・
地
縁
団
体
で
あ
る
。

そ
の
活
動
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
根
幹
と
な
る
非

常
に
重
要
な
組
織
で
あ
る
。

　

近
年
で
は
、
防
犯
や
環

境
美
化
活
動
、
頻
発
す
る

災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
地

域
社
会
に
お
け
る
課
題
が

増
大
、
多
様
化
す
る
中
、

そ
の
活
動
の
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
る
。

一
般
質
問

QA

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

公明党議員団

地
震
や
津
波
の
避
難
行
動
で

大
切
な
こ
と
と
は

自
ら
の
命
は
自
ら
守
る

心
構
え
が
最
大
の
効
果

質
問　

能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
舞
鶴
市
民
の

多
く
が
自
主
的
に
避
難
行

動
を
さ
れ
た
。
こ
の
行
動

こ
そ
が
初
動
の
第
一
で
あ

る
。
早
急
な
対
応
が
必
要

な
地
震
や
津
波
に
関
し
て

は
、
公
的
支
援
の
初
動
が

難
し
い
と
公
表
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
促
進
に

向
け
た
施
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
弁

自
助
・
共
助
・

公
助
の
取
り
組
み
は
重
要

で
あ
る
。
初
動
に
お
け
る

公
助
の
救
助
・
救
急
に
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
心
構

え
に
よ
る
防
災
・
減
災
の

営
み
こ
そ
が
、
最
大
の
効

果
を
発
揮
す
る
と
考
え
る
。

質
問　

舞
鶴
市
長
に
対

す
る
問
責
決
議
は
、
民
主

主
義
活
動
に
対
す
る
公
の

力
の
乱
用
で
あ
る
こ
と
を

認
め
な
い
こ
と
に
あ
り
、

副
市
長
は
今
後
も
同
じ
対

応
を
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
対
応
す
る
と
発
言
さ
れ

た
思
い
は
変
わ
ら
な
い
か
。

答
弁

確
か
に
２
月
26

日
に
私
が
発
言
を
し
た
。

単
純
に
お
答
え
で
き
る
話

で
は
な
い
。
３
月
７
日
の

市
長
の
発
言
・
考
え
方
を

軸
に
私
た
ち
は
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

町内会会議の様子

QA

QA
公
の
力
の
乱
用

今
後
も
す
る
か

単
純
に
答
え
が

で
き
な
い

QQAA

QA

QA

舞鶴市地域防災計画に明記の一文

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

東
図
書
館
を
残
し
た
場
合
の

費
用
負
担
は

財
政
面
・
運
営
面
に
お
い
て

非
効
率
と
な
る

質
問　

本
市
が
計
画
中

の
中
央
図
書
館
と
５
つ
の

分
館
構
想
に
つ
い
て
、
い

ま
だ
新
し
い
図
書
館
の
イ

メ
ー
ジ
が
市
民
に
浸
透
し

て
い
な
い
。
市
民
の
図
書

館
に
対
す
る
古
い
イ
メ
ー

ジ
を
打
破
し
、
こ
れ
か
ら

の
図
書
館
の
概
念
を
伝
え
、

「
市
民
が
資
料
情
報
に
出

合
う
」
知
的
イ
ン
フ
ラ
構

想
の
理
解
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
東
図
書
館

は
、
ま
だ
利
用
で
き
る
の

に
な
ぜ
除
却
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
東
図
書
館
を

分
館
の
一
つ
と
し
た

場
合
、
マ
ン
パ
ワ
ー

と
コ
ス
ト
の
全
体
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

図
書
館
再

編
は
、
司
書
や
資
料

を
中
央
図
書
館
に
集

約
し
て
企
画
・
運
営

力
を
強
化
し
、
５
地

区
の
分
館
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
で
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
・
拡
大
を
図
っ
て
い

く
。
東
図
書
館
を
残
す
と
、

施
設
改
修
に
６
億
円
か
ら

７
億
円
程
度
、
維
持
管
理

に
年
間
５
千
万
円
が
一
般

財
源
で
の
負
担
と
な
り
、

司
書
な
ど
約
７
人
が
必
要

と
な
る
。
図
書
館
整
備
と

東
・
西
図
書
館
除
却
を
同

時
に
行
う
と
、
除
却
費
約

１
億
円
に
国
庫
補
助
金
が

活
用
で
き
、
一
般
財
源
負

担
が
約
３
分
の
１
程
度
に

な
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

築30年以上の東図書館

QA

第2節　計画の理念
（１ ２ ３ ４　略）
５ 災害発生時には、まず「自分の生命・
財産は自分で守る。」という心構えと行
動が基本となることを広く啓発し、市民
自身及び自主防災組織等市民相互間の自
主的な防災対策の支援に努める。－略－

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

18令和6年5月24日

質 般般
一
般QA

あ
ら
ま
し

18令和6年5月24日

一般質問令和6年3月8日、11日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



川 口 孝 文
自民党鶴政クラブ議員団

市
役
所
臨
時
駐
車
場
の

設
置
目
的
は

来
庁
者
等
に
、
庁
舎

近
く
に
駐
車
場
を
確
保

質
問　

市
役
所
前
駐
車

場
の
工
事
が
進
ん
で
い
る

が
、
市
役
所
を
訪
れ
た
市

民
等
か
ら
「
ど
こ
へ
行
け

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

「
休
日
に
訪
れ
た
ら
駐
車

場
に
入
れ
な
か
っ
た
」
等

の
声
を
お
聞
き
し
、
そ
の

都
度
、
担
当
課
へ
状
況
を

伝
え
対
処
を
依
頼
し
て
き

た
。
臨
時
駐
車
場
の
設
置

目
的
を
問
う
。

答
弁

市
役
所
庁
舎
前

駐
車
場
の
工
事
期
間
中
、

市
役
所
へ
来
庁
さ
れ
る
市

民
等
に
配
慮
し
て
、
庁
舎

近
く
に
駐
車
場
を
確
保
し

た
も
の
。
休
日
は
、
多
く

の
方
が
通
行
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
確

保
の
た
め
閉
鎖
し
て
い
る
。

質
問　

休
日
で
も
市
役

所
に
用
事
が
あ
る
市
民
や

舞
鶴
を
訪
れ
る
方
々
が
お

ら
れ
る
。
道
路
工
事
な
ど

で
使
用
さ
れ
る
、
歩
行
者

通
路
を
示
す
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
使
用
等
で
安
全
確

保
を
図
る
な
ど
、
管
理
・

運
用
の
要
領
を
見
直
す
検

討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

来
訪
者
が
増
え

る
春
以
降
、
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
等
が
開
催
さ
れ
る
際

に
は
、
想
定
駐
車
台
数
や

安
全
性
に
配
慮
し
た
動
線

の
確
保
な
ど
を
検
討
し
、

よ
り
よ
い
管
理
・
運
用
を

行
う
。

一
般
質
問

QA

小 杉 悦 子
日本共産党議員団

当
事
者
の
希
望
者
が
多
く

計
画
に
盛
り
込
ん
だ

質
問　

第
４
期
舞
鶴
市

障
害
者
計
画
で
「
医
療
的

ケ
ア
を
必
要
な
人
が
身
近

な
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
体
制
整
備

に
つ
い
て
検
討
す
る
」
と

さ
れ
た
。
具
体
的
な
進
め

方
は
ど
う
か
。

答
弁

当
事
者
の
希
望

が
多
く
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
。
そ
の
体
制
整
備
の
一

つ
と
し
て
「
府
立
舞
鶴
こ

ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
」
が
、

新
た
に
療
養
介
護
の
指
定

を
申
請
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

令
和
６
年
度
の

国
民
健
康
保
険
料
は
、
５

年
度
と
比
べ
医
療
分
・
支

援
分
が
８
％
、
介
護
分
も

１
％
の
引
き
上
げ
と
な
る
。

保
険
料
を
据
え
置
き
す
る

に
は
、
基
金
か
ら
い
く
ら

の
取
り
崩
し
が
必
要
か
。

答
弁

保
険
料
を
昨
年

度
と
同
額
に
据
え
置
く
た

め
、
基
金
を
３
億
７
５
０

０
万
円
取
り
崩
す
必
要
が

あ
る
。

質
問　

令
和
６
年
度
の

介
護
保
険
料
は
、
標
準
額

は
マ
イ
ナ
ス
０･

１
％
と

さ
れ
た
。
保
険
料
の
伸
び

が
大
き
い
段
階
が
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

答
弁

国
の
法
令
改
正

で
、
高
所
得
者
の
負
担
割

合
を
引
き
上
げ
た
。
第
７

段
階
以
上
の
方
は
、
お
お

む
ね
増
額
と
な
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

医療的ケアを受けながら
地域での暮らしを

工事中の市役所庁舎前

QA
休
日
開
放
な
ど
の

見
直
し
は

よ
り
よ
い
管
理
・

運
用
を
行
う

QQAA

QA

QA

QA
介
護
保
険
料
等
の

引
き
上
げ
は

国
の
動
向
に
伴
い

増
額
し
た

QQAA

福本明日香
市民クラブ舞鶴議員団

１
月
24
日
大
雪
の
予
防
的

通
行
止
め
の
経
緯
は

医
療
的
ケ
ア
が
あ
る

障
害
者
施
設
の
充
実
は

国
土
交
通
省
に
お
い
て

判
断
さ
れ
た
も
の

質
問　

本
市
で
初
め
て
、

大
雪
で
国
道
27
号
の
通
行

止
め
が
実
施
さ
れ
た
。
今

回
の
通
行
止
め
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
通
行
止
め
開
始
予
定

時
間
17
時
の
３
分
前
で
あ

る
16
時
57
分
に
配
信
さ
れ
、

市
民
の
方
も
驚
い
て
い
た
。

そ
の
説
明
お
よ
び
実
施
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

通
行
止
め
を
実

施
す
る
際
は
、
降
雪
予
測

が
３
時
間
で
15
㌢
㍍
以
上

と
基
準
が
あ
る
。
今
回
は
、

基
準
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、

当
日
の
14
時
半
頃
か
ら
16

時
半
頃
ま
で
に
五
老
ト
ン

ネ
ル
西
側
で
５
台
の
立
ち

往
生
が
発
生
す
る
中
、
道

路
状
況
も
改
善
さ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

質
問　

西
市
民
プ
ラ
ザ

に
つ
い
て
、
西
自
治
連
の

署
名
活
動
の
内
容
に
は
、

市
の
直
営
管
理
へ
の
不
安

か
ら
現
状
の
急
激
な
変
化

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
と
あ
っ
た

が
、
市
の
受
け
止
め
は
。

答
弁

直
営
で
も
市
民

サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
な
い
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
意

向
も
お
伺
い
し
、
協
力
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

立ち往生車両

QA
市
民
サ
ー
ビ
ス

低
下
の
懸
念
は

安
心
し
て
利
用

い
た
だ
き
た
い

QQAA

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

19 まいづる市議会だよりNo.190

質 般
一
般QA

一般質問令和6年3月8日、11日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



小 谷 繁 雄

舞
鶴
防
災
ア
プ
リ
の

利
活
用
促
進
を

本
市
独
自
機
能
の

周
知
に
努
め
る

質
問

災
害
発
生
時
の

迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
を

提
供
す
る
た
め
、
舞
鶴
防

災
ア
プ
リ
が
開
発
さ
れ
、

市
民
に
と
っ
て
、
適
切
な

避
難
行
動
を
取
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
防
災
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
期
待

す
る
。
こ
の
防
災
ア
プ
リ

は
、
本
市
の
地
理
的
な
特

性
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

ど
の
よ
う
な
独
自
の
機
能

と
な
っ
て
い
る
か
。
導
入

後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
問
う
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な
い
高

齢
者
や
障
害
者
へ
の
対
策

と
し
て
、
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド

の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を

問
う
。

答
弁

本
市

で
は
、
地
域
や

あ
ら
か
じ
め
登

録
し
た
自
治
会

ご
と
に
避
難
情
報
通
知
が

で
き
る
全
国
で
も
先
進
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
自

宅
や
職
場
な
ど
の
避
難
開

始
場
所
、
避
難
先
、
警
戒

レ
ベ
ル
ご
と
に
避
難
行
動

を
入
力
し
、
自
分
だ
け
の

避
難
行
動
計
画
が
作
成
で

き
、
避
難
行
動
要
配
慮
者

と
避
難
行
動
支
援
者
を
つ

な
ぐ
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
機

能
を
備
え
て
い
る
。
運
用

費
は
年
間
約
２
２
０
万
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
市
が

開
催
す
る
初
心
者
向
け
ス

マ
ホ
教
室
等
も
利
用
し
、

周
知
に
努
め
る
。

一
般
質
問

QA

眞 下 弘 明
新政クラブ議員団

公明党議員団

指
定
ご
み
袋
の

調
達
方
法
は

製
造
業
務
を

入
札
で
発
注

質
問　

市
民
の
方
か
ら

指
定
ご
み
袋
が
破
れ
や
す

く
な
っ
た
と
の
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
る
。
近
年
の
物

価
高
騰
や
燃
料
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

指
定
ご
み
袋
の
調
達
に
影

響
が
出
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

本
市
が
製
造
業
務
を
発
注

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
コ
ス
ト
削
減
の
観

点
か
ら
指
定
ご
み
袋
の
仕

様
を
変
更
し
た
り
、
ご
み

袋
の
品
質
を
落
と
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。

ま
た
、
品
質
確
保
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

答
弁

指
定

ご
み
袋
は
、
入

札
で
製
造
業
者

に
発
注
し
、
製

造
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
に
準
拠
し
て
、
形
状

や
大
き
さ
、
厚
さ
、
強
度

等
を
指
定
し
て
い
る
。
製

造
メ
ー
カ
ー
の
検
査
機
関

で
規
格
試
験
を
行
い
納
品

さ
れ
る
が
、
数
百
万
枚
を

製
造
し
て
い
る
中
、
年
に

数
件
程
度
の
不
具
合
品
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
場
合
、
市
に
連
絡
が

あ
り
、
新
品
の
ご
み
袋
へ

の
交
換
対
応
を
行
い
、
引

き
取
っ
た
ご
み
袋
を
受
注

業
者
に
渡
し
、
原
因
特
定

と
再
発
防
止
策
を
確
認
す

る
な
ど
、
品
質
確
保
に
努

め
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA

QA

QA

QA

整備中の舞鶴市役所前駐車場

高 橋 秀 策
会派に所属しない議員

市
役
所
前
駐
車
場
整
備
の

完
成
時
期
は

令
和
６
年
夏
頃
の

完
成
を
予
定
し
て
い
る

質
問　

市
役
所
前
駐
車

場
整
備
に
伴
い
、
①
マ
ツ

な
ど
が
伐
採
さ
れ
た
が
、

先
人
の
思
い
に
も
つ
な
が

る
緑
の
配
置
等
は
ど
う
な

る
か
。
②
大
連
市
と
の
友

好
都
市
提
携
の
記
念
碑
や

ポ
ー
ツ
マ
ス
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
時
に
植
樹
さ
れ

た
枝
垂
れ
桜
は
ど
う
な
る

か
。
③
駐
車
場
の
完
成
時

期
な
ど
、
整
備
の
現
状
は
。

答
弁

①
市
章
を
模
し

た
ロ
ー
タ
リ
ー
や
ク
ス
ノ

キ
の
残
存
、
ク
ロ
マ
ツ
の

移
植
な
ど
に
よ
り
、
次
代

を
担
う
若
者
に
引
き
継
ぐ
。

②
敷
地
内
に
移
設
、
移
植

し
、
友
好
・
姉
妹
都
市
を

大
切
に
す
る
環
境
を
整
え

る
。
③
令
和
６
年
夏
頃
に

完
成
予
定
で
あ
る
。

質
問　

市
長
と
中
学
生

が
同
じ
目
線
で
討
議
す
る

こ
と
は
、
特
別
な
機
会
に

な
る
。
生
徒
に
と
っ
て
も

一
生
の
思
い
出
と
な
り
、

将
来
の
夢
を
つ
か
む
き
っ

か
け
に
な
る
と
考
え
る
。

市
長
と
語
ろ
う
会
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

生
徒
が
「
市
長

に
自
分
た
ち
の
考
え
を
伝

え
た
い
」「
対
話
し
た
い
」

と
感
じ
た
時
に
実
施
す
る

こ
と
で
、
心
に
響
く
学
び

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

校
長
会
等
と
も
検
討
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA
市
長
と
語
ろ
う
会
の

実
施
は

校
長
会
等
と
も

検
討
す
る

QQAA

舞鶴防災アプリの日常的な活用を

ごみ袋にも品質が求められる

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

20令和6年5月24日

質 般般
一
般QA

あ
ら
ま
し

20令和6年5月24日

一般質問令和6年3月8日、11日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



水 嶋 一 明
自民党鶴政クラブ議員団

本
市
の
消
防
体
制
の

検
討
結
果
は

35
人
の
増
員

職
員
資
質
向
上
に
努
め
る

質
問　

本
定
例
会
に
消

防
職
員
の
条
例
定
数
１
２

５
人
を
１
６
０
人
に
増
員

す
る
改
正
案
が
上
程
さ
れ

た
。
１
月
の
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
へ
の
隊
員
派

遣
は
、
派
遣
隊
員
だ
け
で

な
く
体
制
の
管
理
面
で
も
、

ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
推
察

す
る
。
昨
年
９
月
の
適
切

な
定
員
管
理
に
つ
い
て
の

質
問
で
、「
消
防
力
の
整

備
指
針
」
の
職
員
充
足
率

が
60
％
台
に
留
ま
り
、
職

員
の
働
き
方
改
革
等
社
会

的
な
要
請
に
も
応
え
る
必

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

年
齢
構
成
の
偏
り
を

平
準
化
す
る
必
要
が

あ
り
、
人
的
に
余
裕

が
な
い
状
況
で
あ
る

と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
検
討

結
果
は
。

答
弁

災
害
の
多

様
化
や
激
甚
化
な
ど

消
防
需
要
は
拡
大
し
て
い

る
。
特
に
救
急
需
要
へ
の

影
響
は
大
き
く
、
救
急
件

数
も
増
加
し
て
お
り
、
予

防
行
政
は
専
門
性
の
高
い

体
制
づ
く
り
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お

け
る
適
正
な
消
防
職
員
数

に
つ
い
て
、
検
討
、
協
議

を
重
ね
、
35
人
の
増
員
が

必
要
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

今
後
と
も
職
員
の
さ
ら
な

る
資
質
向
上
を
目
指
し
、

訓
練
な
ど
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
惜
し
む
こ
と
な
く
取
り

組
ん
で
い
く
。

一
般
質
問

QA

田 畑 篤 子
新政クラブ議員団

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は

着
実
に
継
続
す
る

質
問　

令
和
６
年
度
の

本
市
の
組
織
改
編
に
お
い

て
、「
医
療
的
ケ
ア
児
担

当
窓
口
」
が
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
室
」
と
い
う
部
署

の
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
に
入
り
、
場
所
も

中
総
合
会
館
に
移
行
す
る
。

特
に
人
員
が
増
員
さ
れ
た

わ
け
で
も
な
く
、
予
算
が

確
保
さ
れ
て
も
い
な
い
よ

う
に
見
受
け
る
が
、
こ
の

複
雑
化
し
た
多
種
多
様
な

課
題
の
対
応
が
、
果
た
し

て
こ
れ
で
拡
大
事
業
と
し

て
無
理
は
な
い
の
か
。
本

市
と
し
て
こ
れ
ま

で
か
ら
の
実
績
と

人
材
を
生
か
し
た

業
務
改
革
に
な
る

の
か
、
市
の
見
解

を
問
う
。

答
弁

医
療
的

ケ
ア
児
支
援
の
今

後
の
展
望
に
つ
い

て
、  「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
に
移
行
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
着
実
に
継
続
す
る

と
と
も
に
、
今
後
も
医
療

的
ケ
ア
児
や
そ
の
家
族
に

寄
り
添
い
な
が
ら
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
必
要
な
支
援

体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
妊
娠
期

か
ら
出
産
、
病
院
か
ら
の

退
院
、
就
園
就
学
、
成
人

へ
の
移
行
な
ど
、
成
長
発

達
を
続
け
る
か
け
が
え
の

な
い
こ
ど
も
と
い
う
視
点

で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
推
進
し
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

119番を受信する共同指令センター

支援移行先の中総合会館

QA

QA

QA

QA

「自助・共助・公助」
それぞれの役割が重要 上 野 修 身

自民党鶴政クラブ議員団

地
域
防
災
力
の
向
上
の

取
り
組
み
は

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
業
務

移
行
に
よ
る
影
響
は

３
年
間
で
約
１
０
０
人
の

防
災
士
を
養
成
す
る

質
問　

地
域
防
災
を
考

え
る
時
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
地
域
住
民
に

よ
る
自
主
防
災
組
織
は
、

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
来
は
、
自
発
的
な
防
災

組
織
で
あ
る
が
、
過
疎

化
・
高
齢
化
に
よ
る
地
域

防
災
活
動
の
担
い
手
不
足
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
化
な
ど
に
よ
り
、
現
実

は
、
市
町
村
の
危
機
管
理

室
や
消
防
本
部
な
ど
の
防

災
担
当
者
が
、
自
治
会
、

町
内
会
に
呼
び
掛
け
自

主
防
災
の
組
織
化
を
推

進
し
て
い
る
の
が
実
情

で
あ
る
。
市
民
の
防
災

意
識
を
よ
り
高
め
、
自

主
防
災
組
織
の
実
効
性

を
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

自
助
、
共
助

を
支
え
る
公
助
の
役
割

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

従
来
か
ら
、
危
険
箇
所
、

避
難
所
や
避
難
ル
ー
ト
の

確
認
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
、
地
域
で
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
作
成
支
援
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
令
和
４

年
度
か
ら
「
防
災
士
養
成

講
座
」
を
開
設
し
、
３
年

間
で
１
０
０
人
程
度
養
成

す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後

も
自
主
防
災
組
織
の
支
援

や
地
域
防
災
力
の
向
上
に

努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA

あ
ら
ま
し

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　

論

問
責
決
議

採
決
結
果

決
議
・
意
見
書

一
般
質
問

代
表
質
問

定
例
会
予
定

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ
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質 般
一
般QA

一般質問令和6年3月8日、11日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



今 西 克 己

静
渓
ポ
ン
プ
場

建
設
工
事
の
変
更
契
約
は

さ
ら
な
る
増
額
が
見
込
ま
れ
、

計
画
を
見
直
す

質
問

静
渓
ポ
ン
プ
場

建
設
工
事
に
係
る
今
回
の

変
更
契
約
は
、
当
初
予
算

の
２
・
５
倍
と
な
っ
て
い

る
。
国
の
工
事
請
負
設
計

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
変

更
額
が
30
％
を
超
え
る
場

合
、
原
則
別
途
契
約
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
施
工
中
の
契
約
を
解
除

し
、
事
業
計
画
か
ら
の
再

検
討
、
全
体
工
事
を
新
た

に
競
争
入
札
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
弁

工
法
を
変
え
ず
、

分
離
施
工
が
で
き
な
い
と

判
断
し
て
い
た
が
、
令
和

５
年
の
秋
以
降
、
大
幅
な

工
事
費
の
増
額
と
な
り
、

さ
ら
な
る
増
額
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
か
ら
、
設
計
が
現
場
と

合
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
、

計
画
を
見
直
し
た
。
併
せ

て
契
約
に
つ
い
て
も
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問

全
国
の
モ
デ
ル

と
な
る
国
の
事
業
間
連
携

事
業
に
選
ば
れ
た
こ
の
事

業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、

今
回
の
事
態
に
対
し
て
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
問
う
。

答
弁

京
都
府
を
通
じ

て
、
国
と
協
議
を
重
ね
、

今
後
も
事
業
の
進
捗
に
向

け
、
引
き
続
き
予
算
確
保
、

京
都
府
に
進
め
て
い
た
だ

く
河
川
事
業
と
の
連
携
に

努
め
て
い
く
。

一
般
質
問

QA

谷 川 眞 司
自民党鶴政クラブ議員団

新政クラブ議員団

不
登
校
生
徒
の

就
職
支
援
が
必
要
で
は

寄
り
添
い
型
支
援
を

続
け
て
い
る

質
問　

不
登
校
の
ま
ま

義
務
教
育
を
終
え
、
高
等

学
校
に
入
学
し
た
が
、
再

び
不
登
校
と
な
り
、
退
学

し
、
家
に
ひ
き
こ
も
る
生

徒
も
い
る
。
保
護
者
も
子

ど
も
を
救
う
方
法
や
ア
ド

バ
イ
ス
が
見
つ
か
ら
ず
、

十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

な
い
家
庭
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
相
談
制
度
が
あ
る

の
か
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
を
集
め
、
良
い
方

向
に
導
く
た
め
、
個
別
に

支
え
る
仕
組
み
が
必
要
で

あ
る
。
ひ
き
こ
も
り
脱
却

か
ら
就
職
し
、
自
立
す
る

ま
で
一
貫
し
た

早
め
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

中
学

校
卒
業
後
の
自

立
支
援
に
つ
い

て
は
、
生
活
支

援
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
悩
み
を
抱
え
ら
れ
た

ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
受

け
て
い
る
。
支
援
と
し
て

は
、
本
人
の
置
か
れ
て
い

る
現
在
の
状
況
や
今
後
の

目
標
な
ど
、
本
人
や
ご
家

族
の
思
い
を
確
認
し
て
い

る
。
支
援
策
と
し
て
は
、

15
歳
以
上
で
職
に
就
い
て

い
な
い
人
の
自
立
を
促
す

た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
北

京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
な

ど
、
個
別
に
支
援
プ
ラ
ン

を
立
て
、
寄
り
添
い
型
支

援
を
続
け
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

工事がストップしたままの
静渓ポンプ場

QA

QA

QA

QA
国
の
事
業
間
連
携
へ
の

影
響
は

国
と
協
議
を
重
ね

進
め
る

QQAA

保護者の方へのパンフレット

水泳の授業は民間のノウハウを活用 山本治兵衛
自民党鶴政クラブ議員団

次
世
代
へ
の
積
極
投
資

水
泳
授
業
民
間
委
託
は

民
間
委
託
も
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
検
討
す
る

質
問　

小
学
校
の
水
泳

授
業
を
民
間
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
へ
委
託
す
る

こ
と
は
、
水
泳
の
専
門
的

な
指
導
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
や
教
員
の
負
担
軽
減
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
熱
中

症
回
避
、
水
難
事
故
の
防

止
な
ど
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
検
討
を
始
め
て
は
。

答
弁

老
朽
化
が
進
む

小
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
在
り
方
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
水
泳
授
業
の
民
間

委
託
も
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
検
討
す
る
。

質
問　

西
市
民
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
、
小
学
生
や
中

学
生
を
中
心
に
音
楽
ス

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
西
市
民
プ
ラ
ザ
が
市

の
直
営
と
な
っ
た
場
合
で

も
彼
ら
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
協
力
体
制
は
整

え
て
い
く
の
か
、
市
の
考

え
を
問
う
。

答
弁

熱
心
な
指
導
者

の
も
と
で
音
楽
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
音
楽
ス

ク
ー
ル
を
主
催
さ
れ
る
方

の
ご
意
向
を
お
伺
い
し
な

が
ら
引
き
続
き
、
子
ど
も

た
ち
が
活
動
で
き
る
場
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

QA

子
ど
も
た
ち
の

音
楽
は

引
き
続
き

サ
ポ
ー
ト
を
行
う

QQAA

あ
ら
ま
し
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算
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要
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員
会
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22令和6年5月24日

質 般般
一
般QA

あ
ら
ま
し

22令和6年5月24日

一般質問令和6年3月8日、11日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



尾 関 善 之
自民党鶴政クラブ議員団

本
市
の
経
済
発
展
を

担
う
企
業
誘
致
を

重
要
施
策
の
一
つ
に

位
置
付
け
、
取
り
組
む

質
問　

企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
国
道
27
号
西
舞

鶴
道
路
、
白
鳥
ト
ン
ネ
ル

４
車
線
化
、
臨
港
道
路
、

国
際
ふ
頭
の
整
備
な
ど
、

積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
ハ
ー
ド
整
備
と

併
せ
て
、
市
の
施
策
の
柱

と
し
て
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
企
業
誘
致
の
先
に

は
、
ま
ち
づ
く
り
、
雇
用
、

教
育
、
移
住
な
ど
、
さ
ら

に
地
場
企
業
と
の
連
携
に

よ
る
設
備
投
資
、
新
た
な

産
業
形
成
な
ど
、
活
性
化

に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
あ
る
。
将
来
、
舞

鶴
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

働
く
場
を
考
え
る
中
、
最

優
先
に
取
り
組
む
施
策
の

一
つ
で
あ
る
。
今
後
の
企

業
誘
致
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
問
う
。

答
弁

誘
致
活
動
は
、

産
業
振
興
部
が
中
心
と

な
っ
て
、
本
市
へ
の
立
地

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
企
業
誘
致
を
市
の
重

要
施
策
の
一
つ
に
位
置
付

け
、
庁
内
横
断
的
な
誘
致

活
動
体
制
の
強
化
を
図
り
、

京
都
府
と
も
密
に
情
報
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
府
・

市
が
連
携
し
て
企
業
へ
の

情
報
提
供
や
働
き
掛
け
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
企
業

立
地
、
企
業
の
投
資
促
進

の
実
現
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
質
問

QA

QA

QA

QA

整備が進む舞鶴国際ふ頭

舞鶴市議会の情報発信舞鶴市議会の情報発信 ～ YouTube と Facebook ～

舞鶴市議会
YouTube

舞鶴市議会
Facebook

舞鶴市議会
ホームページ

　舞鶴市議会では、議会の「見える化」を図る方法の
１つとして、「舞鶴市議会公式YouTubeチャンネル」
を開設しています。
　本会議や委員会のライブ配信・録画配信に加えて、
定例会の概要報告や委員会の活動報告など、舞鶴市
議会がどのような活動をしているかをご理解いただ
くための動画を配信していますので、是非ご覧くだ
さい。

舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル

舞鶴市議会 公式Facebook舞鶴市議会 公式Facebook舞鶴市議会 公式Facebook

チャンネル登録をよろしくお願いします。

　チャンネル登録や「いいね」もお願いします。

　「市民に開かれた議会」に向けた取り組みとして、
市議会公式Facebookにて、議会活動に関する
様々な情報を随時発信していますので、是非ご覧
ください。
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一般質問令和6年3月8日、11日に本会議を開き、19人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。

質
問

い
て
は

鶴
道
路

４
車

国
際

積
極
的

い
て
い

併
せ
て

と
し
て

た
い
。

は
、
ま

教
育
、

に
地
場

般
一
般
質QA

一般質問1日に本会議を開き、19人が一般質問を行いましした。
質問事項は次のとおりでです。

舞鶴市議会の情報発信～YouTube＆Facebook～



岡田小学校・由良川小学校 若浦中学校

発行／舞鶴市議会　編集／議会報編集部会 〒625－8555 舞鶴市字北吸1044番地　TEL.0773－66－1060  FAX.0773－62－7666
ホームページアドレス https://www.city.maizuru.kyoto.jp/sigikai/

小・中学校の議会学習会を開催
　舞鶴市議会では、議会に対する理解を促進し、より身近に感じていただくことを目的に、小中学校の児
童生徒等が議会の機能や役割などについて学ぶ機会を提供しています。
　1月24日（水）に、岡田小学校の6年生13人と由良川小学校の6年生12人、2月5日（月）には、若浦中学
校の2年生25人に議場へお越しいただき、議会学習会を開催しました。また、若浦中学校の1年生28人
が、その様子を傍聴席から見学されました。
　議会学習会の内容は、学校側の意向を踏まえて柔軟に対応しており、今回、若浦中学校は、実際の本会
議の流れに沿ったプログラムの中に、学校での学習の成果を発表する機会を組み込んで実施しました。

　この議会学習会を通じて、市政や議会に対する関心が高ま
り、舞鶴市議会を身近に感じていただくとともに、将来、ふる
さと舞鶴のために積極的に関わり、頑張りたいと思う人が多く
あらわれることを期待しています。
　議会学習会に興味のある学校関係者の方は、舞鶴市議会事務
局までご相談ください。

議会の仕組みなどについて議長から説明
日程第１　諸報告

議会学習会の時間を簡易採決により議決
日程第３　会期の決定

後日作成する議会学習会の記録に署名する議員（児童）
２人を指名

日程第２　会議録署名議員の指名

投票により議員（児童）の中から議長を選出
※これ以降は、選出された議長（児童）が会議を進行

日程第４　議長選挙

議会の仕組みなどについて議長から説明
日程第１　諸報告

議会学習会の時間を簡易採決により議決
日程第３　会期の決定

後日作成する議会学習会の記録に署名する議員（生徒）
２人を指名

日程第２　会議録署名議員の指名

投票により議員（生徒）の中から議長を選出
※これ以降は、選出された議長（生徒）が会議を進行

日程第４　議長選挙

議員（生徒）が学習成果を発表して市に見解を求め、市の
部長役の議員（実際の議員）が答弁
● 京鰆知名度ＵＰチーム
● 店舗広報担当
● 特産品 ・ 広報課
● 子育て活性化チーム

日程第５　一般質問

提案者の議員（児童）が議案および意見書（案）の内容を
説明し、賛成の立場、反対の立場から、それぞれ討論を
行ったあと、押しボタン式投票による採決で議決

日程第８　意第２号　書籍の電子化に向けた取組の
　　　　　推進に係る意見書（案）

提案者の議員（生徒）が意見書（案）の内容を説明し、賛
成の立場、反対の立場から、それぞれ討論を行ったあと、
押しボタン式投票による採決で議決

日程第６　意第１号　道徳の教科を外し、ほかの教科に
　　　　　置き換えることを要望する意見書（案）

日程第５　第１号議案　学校給食にバイキングを
　　　　　取り入れる条例の制定について

日程第６　第２号議案　小学校のランドセルを
　　　　　取りやめ自由とする条例の制定について

日程第７　意第１号　ジャージの指定を要望する
　　　　　意見書（案）

6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定
※予定は変更することがあります。

本会議（開会）
請願受理締切
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会

本会議（閉会）

6 月
3日（月）
10日（月）
13日（木）
14日（金）
17日（月）
19日（水）
20日（木）
25日（火）
7 月
2日（火）

議会学習会の
内　 容

《議会学習会の様子》

岡田小学校
由良川小学校

若浦中学校

● 舞鶴観光盛り上げ大使
● インスタ映えチーム
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議
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24令和6年5月24日

催

あ
ら
ま
し

24令和6年5月24日

議会学習会
定例会の予定




